
向

上

の

些

子

二

階

堂

順

治

一

東
嶺
暉
師
の
宗
門
無
壷
燈
論
向
上
第
六
に
は
、輝
が
諸
宗
に
冠
た
る
所
以
は
實
に
向
上
の
些
子
を
傳
え
て
い
る
所
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

と

　　

　

　

　

　
　
そ

　

　

　

え

　

柄
僧
家
。縦
使

實

究
=蓋

玄
微
鱒
透
二破

重
關
刈
見
=徹

向
上
難
透

因
縁
殉
亦
郡

蹉
二
過

此
些
子
事
鱒

云
々
と
云
い
、
更
に

　

　
り

　

　

ぶ

　
り
　

　

　

こ

　
つ
　

が

　

夫

我

輝
宗
所

三
以

冠

=諸

宗

崎
正

以

γ傳

二
此
些

子
鱒

若
只

見
性

明
了

而

以
爲

7
足

何

須

三
別

立

二

我

宗
弔

と

云
う

。

霰

山
會

上
拮

花
微
笑

よ
り
嫡

々
相

承

し

た
も

の
は

こ

の
些
子

で
あ

る

と
云
う

。
故

に
も

し
百

千

の
公

案

を
透
過

し
、
法

理
掌

を

見

る
が

如

く
明

ら
か

で
あ

ら
う

と
、

こ

の

「
些

子
」

を
傳

え
ざ

れ
ば

、
我

此
縄

宗

を
傅

え

た
者

と
は

云

い
難

い
と
云

べ
き

で

あ
ら
う
。

即

ち
潤

の

本
質

的

な

一
要
素

で
あ

る
と

云

う

こ
と
が

出

來

る
。
ま

た

黄
果

輝

師

の
語

に
も

・

　

　

　

つ
　

　

　

　
　
ど
そ

　

　

師
云
。
夫

出
家
人
。
須
シ
γ知
γ有
=
從
上
來

事

分
⑩
且
如
=四
頑
下
牛
租
法
融
大
師
4
横
説
竪
説
。

猶
未
γ知
=向
上

關
根
子
而

こ

え
べ
　

　

　

有

一一此
眼

拶

一方

辮

=
得

邪

正

宗

黛

而

(景
徳
伝
燈
録
九
黄
梁
傳
)

む

　

じ

　

む

む

む

と
あ

る
。

そ

こ
で

こ
の

一
著

に

つ

い
て
少

し
妄

語

し

た

い
。

あ

と
で
妄
語

の
意
味

が
明

ら

か
と

な

る
が

、

全
く

こ
れ
に

つ
い
て
は
妄

語
す

る

よ
り

ほ
か

に
は
方
法

が

な

い
の

で
あ

る
。
向

上

の
些

子

は

「
或

又
是
謂

=
末

後
句

一」

(東
嶺
全
)
と
示

す

通
り
、

末
後

の
句

と
し

て
傳

え

向

上

の

些

子

九
三



暉

學

硯

究

九
四

ら

れ

た
も

の
で

あ
る

の
で
、

末
後

の
句

を
敢

扱

か

つ
た
公

案

を
手

掛

り

と
し

て
、

こ

の

一
着

を
見

て
行

き

た

い
。

そ

の

一
番

有

名

な
も

の

は
、

彼

の
徳

山
托

鉢

の

一
則

で
あ

ら
う
。

こ
れ

は
傅
燈

録

巻
十
巖

頭
章

、

會
元

巻

七

(
全
)

に
も

あ

る
が

、

無
門

關

に

よ
る

と
次

の
如
く

で
あ

る
。

メ

ル

ニ

テ

ニ

ハ

ノ

ダ

ラ

カ

テ
カ

ノ

ニ

ル

ル

ニ

ス

ニ

「
徳
山

一
日
托

鉢

下

レ堂

。
見

下
雪
峰

問

申
者

老

漢
鐘
未

レ鳴

鼓
未

レ
響

。
托

鉢
向

二
甚

慮

一去

上
。
山

便

回
二
方

丈
殉

峯

學

一似

巖
頭

鴫

ノ

ダ

セ

ノ

ヲ

テ

ニ

ラ

ヲ

ニ

ス

ラ

頭

云

。
大
小

徳
山

未

レ
會

=
末
後

句
崎

山
聞

令

下
侍

者
喚

一一巖

頭

一
來
上
。
問

日
。

汝
不

!
肯

=
老
櫓

一那

。
巖

頭
密

啓

二
其
意

鴫
山

乃
休

去
。

メ

テ

テ

メ

ス
ラ
ク

ハ

タ
リ

ス
ル
『
テ

ヲ

ヲ

ト
モ
セ

明

日

陞
座
果

與

=
尋
常

一不

γ
同

。
巖
頭

至

二
信
堂

前

↓
附

γ
掌

大
笑

云
。

且
喜

得

三
老
漢

會

二

末
後

句

崎
他

後

天
下
人

不

γ
奈

=伊

何

一」

(
無
門
關
十
三
則
)

こ

～
で
巖
頭

が

云

つ
た
末
後

の
句

と
は
如

何

な

る
も

の
で

あ

つ
た
か

。
そ

の
密

啓

の
内
容

は
、
更

に

「
明

日
陞
座

果
與

二
尋

常

一不

γ同

。
」

　

　

　

と
記

さ

れ

て

い
る
が

、

そ

れ
は
如
何

に
違

つ
た
も

の
で
あ

つ
た
の
か

。

「
他
後

天
下

人
不

γ
奈

二
伊

何

一」
と
は

い
か

な
る
意

味

で
あ

ら
う

か

。
多

く

の
問

題

を

含

む
も

の
と

云
わ

ね
ば

な
ら

な

い
。
更

に
巖

頭
末

後

の
句

は
碧

巖
録

に
も

あ

る
。

(
五
+

一
則
)

ノ

テ

ス

テ

ル
ヲ

テ

、メ

テ

レ

ゾ

レ

ゾ

メ

ル

ニ

「
雪
峰

住
庵
時

。
有

二
雨
僧

一來

禮
舞

。
峯

見

γ來

以

γ
手

托
一庵

門

一
放

r身

云

。
是

什
腰

。
僧

亦

云
。
是

什

腰
。

峯
低

頭

飼

γ
庵
。

信

　

こ

　

　

む
り
の

　

　
り

　

　

り
　

　

　

　

後

到

二
巖
頭

而
頭

問

什
腰

盧

來
。

僧

云
。
嶺

南

來

。
頭

云
。
曾

到

=
雪
峰

一
凄

。
信

云

。
曾

到

。
頭

云

。
有

一一
何

言
句

崎

檜
學

=

ラ

シ

ト
カ

メ

ル

ニ

、

ラ
ク

ハ

リ
シ
コ
テ

ハ
.

ラ

テ

ニ

ハ
パ

前

話
幻

頭
云

。
他

道

二
什
腰

幻
侶

云
。

他
無

語
低

頭

蹄

γ庵

。
頭

云
。
臆

我
當

初
悔

。

不

三

向

F
他

道
=
末
後

句
鴫

若
向

γ
伊

道
。

　

　

ぼ

の
　

　

え

　

り

　

　

　

天

下
人

不

γ奈

=
雪
老

何

鴫

檜
至

=
夏

末
殉
再

摯

二
前

話

一請

盆

。
頭

云
。
何

不

一阜

問

幻
僧

云

。
未

=
敢

容
易

殉
頭

云

。
雲
峰

錐

一與

・我

ち

　

ち

こ

せ

　

　

同

條

生
℃
不

二
與

r
我

同
條

死
而

要

γ識

二
末

後

句
鱒

只
這

是
」

こ

㌧
で
は
徳

山

で
な

く

て
雪
峰

に
封

し

て
も
末
後

の
句

の
欠

け

て

い
る

こ
と
、

更

に

こ
の
末
後

の
句

を
云

つ
た

な
ら
ば

、
天

下

の
人

は

　

　

り

　

雪
峰

を
如
何

と
も

し
得

な
か

つ
た

で
あ

ら
う

と
も

云

い
、
末
後

の
句

を
信

の
請

盆

に
封

し
て

い
と
も

輕

々
し
く

「
何

不

=
早
間

一」
と
云

い
、

そ

こ

　
　

こ

　

具

盤

的

に

「
雪

峰
錐

=
與

γ
我
同
條

生
鴫

不
=
與

γ
同
條

死
而
要

γ
識

=
末
後

句

鴫
只

這
是

」

と

こ
の
句

を
論
明

し
て

い
る
様

で
あ

る
が

、



依

然

と

し

て
、

徳
山

の
場
合

の
密

啓

と
同

じ
く

、
明

白

な
解

決

を
示

し

て

い
る
も

の

で
は

な

い
様

に
見

え
る
。

更

に
後
代

に
な

つ
て

清
素

侍

者
、

兜
率

視
、

眞
深
克

文

。
張

無

蓋
、
等

を

め

ぐ
る
末
後

の
句

の
話
が

羅
湖

野

録
下

に
出

て

い
る

。
眞

　

浮

克
文

(
黄
龍
南

の
嗣
)

に
参

じ
た
兜
率

悦

が
石
霜

素

侍
者

に
参

じ
見

解

を
述

べ

た
所

が

「
只
可

γ
入

γ
佛
。

不

γ
可

γ
入
γ
魔

、
須

γ
知

古

シ

つ
　

　

　
　

こ

こ

　

が

　

　

　
　

　

徳

謂
下

未
後

一
句

始

到
中

牢

關
上
悦

擬

γ
封

。

又
遽

問

以

一蕪

爲

一如

何

説
。
挽

又
擬

レ
封
而
素

忽
高
笑

。
幌

慨
然

有

レ
得

。
」
と
記

さ
れ

て
居

る
。

こ
の
事

は
會

元
兜
率

幌

章

に
は

　

り

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

こ

　
り

「
素

日
。

量
不

ド
見

古
人

道

。
末
後

一
句

、
始

到

二
牢
關

鱒
如

r
是

累

月
。
素

乃

印
可

。
侃

戒

γ
之
日

。
文

示

γ
子

者

皆

正
知

正
見

。

　
　
そ

え

　

　

　

　

こ

然
離

レ
文

太
早

。
不

γ
能

γ霊

二
其
妙

4
吾

今

爲

ン
子
鮎
破

、

便
三
γ
子
受

用
得

二
大
自

在

⑩
他

日
切

勿

γ
嗣

γ吾

。
師

後

嗣
二
眞

浮

こ

と
あ

る
。

こ

の
話

は

こ

㌧
で
絡

ら

な

い
。
兜

率
悦

は

こ
れ

を
自
分

の
敏

え
を
受

け

に
張

無

蓋

に
語

つ
た

の

で
あ

る
。
張

無
書

は

こ
れ

を
悦

の
師

、

眞

浮
克
文

に
語

つ
た

。
そ

の
時

の
様
子

を

や
は
り

眞
浄
克

文

の
嗣

、
寂

音
尊

者
畳

範

に
語

つ
て

い
る
。

こ

　
り

　

こ

こ

　

　

　

　

　

　

こ

　

「寂
音
尊
者
。
謁
二無
霊
居
士

於
岐
州

善
難
刈
無
蓋
日
。
昔
見
こ眞
浄
老
師
干
蹄
宗
殉
因

語

及
二兜
率

所
謂
末
後

句
殉
語
尚
未
レ絡

　

　

こ

　

　
　

そ

　
　

　

而

眞
澤

忽
怒

罵

日
。

此

吐
血

禿
丁
脆

空

妄
語

、
不

γ
用

γ
信
。

既
見

二
其

怒

一
不
三
敢

更

陳
二
曲

折

鱒
然

惜

眞

澤
不

y
知

γ
此
也

。
寂

音

日
。

テ

ツ
ヵ
ラ

ク
ル
コ
ヲ

ヲ

ル
ハ

ゾ

ヤ

テ

メ

相
公
惟
知
三兜
率
口

授
二

末
后
句
↓
至
コ於
眞
浮
老
師
眞
藥
現
前
一而
不
γ
能
γ辮
何
也
。
無
蓋
骸

日
。
眞
浮
果

有
=果
此
意
一那
。
寂

ぜ

う

　

音
徐

日

。
疑

則

別
参

。
無

鑑
於

三
冒
下

一頓

見

』
呉
漂

用
慮

一
云
々
」

。

と

あ
る
。

そ

の
項

の
絡

り

に
此

の
書

の
著

者
曉

螢
輝

師

は
評

し

て

え

　

　

　

　
　

こ

　
ぶ

　

ゑ
　
こ

　

　

り

　

「
億
悦

能
拍

γ
素

。
而

不

r
能

レ
忘

二其

轍

跡
⑩
致

三
無

壷

随

堕

=
其

中
℃
非

三
寂
音

獲

一一
眞

深
瞑

眩
之
藥

殉

何

能

愈

一一無

蓋
膏

盲
之

疾

一

こ

　

耶
。

信
宗

師

爲
人

。
各

く
有
二
恵
利
鱒

堂
易

レ測

=
其

涯

湊

一哉

」

・

と
云
う

。
更

に
此
語

を

引
用

し

た
白
隙

は

「
息
耕

録
開

縫
普

読
」

の
中

で

向

上

の

些

子

九
五



暉

學

研

究

九
六

ゆ

　

こ

　

へ

　

　
　

「
予
謂

。
是

則
是

。

可
惜

許
。

眞
浄

瞑
眩

眞
藥

、
被

=
寂

音

黙
出

一
其

能

恐

不

ン
及

=
敗
鼓

皮

一在

乎

。」

と
云

つ
て

い
る
。

此
交
渉

を

見

て

い
る

と
向

上

の
些

子

(
末
後

の
句
)
が

色

々
の
鮎

で
明

ら

か

に
さ
れ

て

い
る
様

に
見

え

る
。
こ
れ

を

一
二
摯
げ

て
見

る
と

、

一
、
清
素

侍
者

に
於

て

は
、
末
後

の
句

を
了

せ
ざ

れ
ば

「
只

可
γ
入
7
佛

、
不

7
可

γ
入

γ
魔
」

と
さ

れ

「
大

自
在

」

を
得

る
た

め

に
不

可
欠

の
も

の
と

さ
れ

な
が

ら

二
、
眞

浄

は

こ
れ

に
怒
凄

を

以

て
報

い
た
。

三
、

し
か

し
寂
音

は

こ
の
中

に
眞

の
用
虞

の
あ

る

こ
と
を
指

摘

し
た

。

四
、

し
か

し

な
が

ら
白
隠

は

こ

の
指

摘

に

よ

つ
て
、

こ
の
眞

深

の
働

き
も
空

し

い
も

の

に
な

つ
た

と
云

つ
て
い

る
の

で
あ

る
。

修
業

の
た

め
に

は
不

可
欠

の
も

の
で
あ

る
と

し

て
も
只

々
密
啓

を

要
す

る

と
云

べ
き

で

あ
ら

う
か
。

●

へ
ぐ

次
に
私
は
末
後
の
句
を
取
扱
つ
た
山
庵
雑
録
壁
頭
の
次
の
話
を
學
げ
た
い
。

「定
水
寳
葉
和
尚
四
明
人
・
参
二
脛
山
虚
裳

凡
宗
門
話
頭
悉

馨

脆
ぎ

・
必
牽

拍
護

～不
=透
堕

不
γ己
・

百

導

盧
掌

問

云
。
徳
山
末
後
句
・
若
謂
乏
宜

徳
山
焉
得

不
脅

若
謂
一之
寒

巖
頭
又
道
徳
山
未
脅

塾
.
.和
尚
慈
悲
指
聖

盧
堂
云
・
我
不

會
・
汝
去
問
ぎ

墓

諦

去
問
=雪
苫首
磨

饗

墓

翫

蒐

索
γ水
群

足
・
師
藩

r水
・委
身

出
γ手
爵
摩
=将
之
裁

.
錫

浄

問
云

。
徳

山
末

後

句
。
某

甲

未

r識

一一有

無

一望

ム
.フ
ク
勘
座

開
示
破
ヨ
雲
首

座
以

=
爾
手

一掻

一一濯

レ
足

水

一
澆
瀧

笈
。

有

一一什

腰
末

後

句
鴫
師

・不

レ

こ

　

　
　

　

　

こ

こ

明

二
其

旨
鱒

明

日
見

こ
虚
堂

鱒
堂

問

云
。
我

教

三
レ爾

閥

一一雲
首
座

末
後

句

殉
他

如
何

説

。
師

云

。
依

=
和
尚

尊

命

一問

γ
之

。
被
下
他

用
=
濯

ン

　
　

　

　

　

　

つ

　
　

足

水

一
澆
濃

上
。
堂

云

。
他

更
無

=
別

語

而
師

云
。

他

道
γ
有

=
什
腰

末
後

句

鱒
堂

云

。
那

々
我

向

γ禰

道

他
會

得

。
師
於

γ
是

繹
然

。

蓉
々
」

　

　

と

あ
る
。

「
有

二
什

慶
末
後

旬

鱒
」

で

あ
る
。

末
後

の
句

は
有

る
と

は
云

え
な

い

の
で

あ
る
。

こ
れ
は
巖

頭

の
末
後

の
句

云

々

の
語

と
比

し

て
ど

う

で
あ
ら

う
か

。
末
後

の
句

は
あ

る

の
か
な

い
の
か
。

も

し
な

い
と
す

れ
ば

密
啓

の
必
要

も

な
け

れ
ば

こ

れ
を
傳

え

る
と
云

う
も

無



意
味
と
な
り
、
更
に
暉
の
諸
宗
に
冠
た
る
の
意
味
も
幻
想
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
向
上
の
宗
旨
更
に
こ
れ
を
明
ら
め
る
修

業
の
如
き
も
無
意
味
と
な
り
絡
る
他
は
な
い
で
あ
ら
う
。
又
清
素
侍
者
が
兜
率
に
示
し
た
如
き
も
唯
修
行
を
更
に
向
上
せ
し
め
る
た
め
の

門
庭
の
施
設
で
あ
つ
て
そ
の
内
容
に
至
つ
て
は
見
性
の
大
事
を
更
に
深
め
る
こ
と
で
あ
つ
た
と
見
得
な
い
こ
と
も
な
い
し
、
・そ
こ
に
密
啓

の
必
要
が
あ
り
、
徳
山
次
日
上
堂
、
尋
常
不
同
の
記
述
も
實
は
尋
常
と
大
差
な
し
と
す
る
見
方
が
生
れ
て
來

る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か

し
、
す
で
に
疎
山
に

「病
曾
成
通
年
以
前
。
識
二得
法
身
邊
事
鱒威
通
年
以
後
。
識
=得
法
身
向
上
事
鱒」
の
語
が
あ
り
、
虚
堂
和
尚
の
大
慮

國
師
に
封
す
る
路
頭
再
過
の
構
む
あ
り
こ
れ
を
も
又
軍
な
る
門
庭
の
施
設
と
の
み
看
過
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の

事
を
語
る
こ
と
は
實
は
輝
の
禁
忌
に
鯛
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
密
室
相
傳
の
宗
旨
に
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
衆
目
の
下
に
鯛
れ
た
瞬
間
、
向

上
の
些
子
た
る
こ
と
を
や
め
る
如
き
も
の
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
死
屍
を
持
ち
來

つ
て
生
け
る
者
の
如
く
説
く
こ
と
は
出
來
ぬ

で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
些
子
の
事
を
語
る
こ
と
は
只
々
妄
語
あ
る
の
み
で
あ
る
。

末
後
の
句
と
は
蓋
し
最
初
の
句
で
は
な
い
。
最
後
の
句
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
修
行
の
過
程
を
す
ぎ
て
、
最
後
に
到
達
す
る
所

の
意
で
あ
ら
う
。
華
嚴
経
入
法
界
品
の
意
に
よ
れ
ば
、
善
財
童
子
は
文
殊
に
從

つ
て
嚢
心
し
て
漸
時
に
南
に
行
つ
て
一
百

一
十
城
を
過
ぎ

て
五
十
三
の
善
知
識
に
参
じ
末
後
彌
勒
の

一
揮
指
頃
に
頓
に
前
來
諸
善
知
識
の
所
得
の
法
門
を
亡
じ
た
と
云
う
。
更
に

　

　

　

こ

「
復

依

一一彌

勒

教
而

希

三
欲

奉

=
期

文

殊
殉

是
時

交
殊

遙

伸

=
右
手

一
。
過

=
一
百

一
十

由
旬

鱒
按

一一善

財

頂

一日

。
善

哉
善

哉
善

男
子

。
若

ハ

ニ

メ

シ

ヲ

テ

ニ

ニ

離

一一信
根

4
心

劣

憂

悔
。

功
行

不

γ
具

。
退

=
失
精

勤

一
於

二
一
善
根

↓

心

=
生
住
著

一於

二
少
功

徳

一
便

己
爲

γ
足

。
不

γ
能

三
善
巧

登

二
起
行

へ

願
4

不
下
爲
=
善

知
識

一之

所
申
撮

護

上
。

乃
至

不

γ能

7了

ご
知
如

γ
是

法
性

、
如

γ
是

理
趣

、
如

γ
是

法
門

、
如

γ
是

所
行

、
如

γ
是
境

界

鴫
若

　

　

う

　

　

　

　

　
　
つ

周
偏
知
。
若
種
々
知
。
若
蓋
二源
底
。
若
解
了
鱒
若
趣
入
。
若
解
説
若
分
別
。
若
謹
知
。
若
獲
得
。
皆
悉
不
能
。
云
々
と
。

こ
＼
は
末
後

一
揮
指
頃
に
從
前
の
所
知
を
亡
じ
、
且
つ
一
念
眞
實
た
る
信
根
の
中
に
最
後
の
依
り
所
を
見
る
華
嚴
の
末
後
の
一
句
を
見

る
の
で
あ
る
が
上
來
の
諸
則
に
於
け
る

一
著
の
概
念
的
理
解
に
資
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
か
。
更
に
私
は
次
の
如
き
側
面
を
向
上

向

上

の

些
子

丸
七



暉

學

研

究

九
八

の
中
に
見
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
側
面
で
あ
つ
て
向
上
の
全
分
を
云
い
表
わ
し
た
も
の
で
は
な
い
。

思
う
に
宗
教
と
は
人
間
解
放
(解
脆
)
の
摯
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
云
え
ば
、
哲
學
道
徳
よ
り
の
解
放
は
宗

教
の
最
後
の
課
題
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
す
で
に
世
尊
出
遊
の
中
に
人
間
の
四
苦
が
意
識
さ
れ
、
そ
れ
の
解
決
が
出
家
、
成
道
と
な
つ
て

表
わ
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
私
等
は
知
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
宗
教
で
も
、
乃
至
印
度
傳
來

の
道
徳
、
哲
學
、
宗
教
の
渾

然
た
る
綜
合
禮
で
あ
る
佛
教
に
つ
い
て
も
、
哲
學
、
道
徳
と
云
う
こ
の
人
間
の
築
き
あ
げ
た
肚
會
的
或
は
歴
史
的
所
産
或
は
償
値
を
全
く

否
定
し
去
り
、
こ
れ
を
擾
無
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
否
こ
れ
ら
を
あ
く
ま
で
尊
重
し
こ
れ
に
随
順
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
れ
か
ら

の
解
放

(解
脱
)
を
見
出
し
た
と
も
云
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
軍
に
か
か
る
も
の
に
随
順
す
る
こ
と
の
み
が
宗
教
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
高
々
哲
學
道
徳
の
再
自
覧
、
再
認
識
の
程
度
に
止
る
外
は
な
い
。
人
間
は
再
び
そ
こ
か
ら
も
解
き
放
た
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

絶
封
的
な
紳
が
宗
敢
の
中
心
に
な
り
、
道
徳
的
な
贋
値
を
更
に
越
え
る
所
の
、
或
は
絶
封
的
な
悪
を
も
そ
の
限
り
な
き
慈
悲
の
中
に
掻
取

し
給
う
佛
の
救
濟
が
必
要
に
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
を
救
い
、
現
世
に
於
て
か
、
ま
た
は
來
世
に
於
て
か
、
そ
の
何
れ
に

も
せ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
規
範
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
斯
か
る
人
間
解
放
者
も
更
に
そ
れ
が
宗
教
と
な
り
、
歴
史
的

所
産
と
な
つ
て
來
る
に
随
つ
て
、
嘗
て
哲
學
や
道
徳
が
知
識
や
行
動
の
解
放
者
で
あ
り
な
が
ら
、
や
が
て
人
間

の
一
つ
の
鐵
鎖
と
な
つ
た

如
く
、
ま
た
人
間
の
自
由
に
鉗
す
る
規
制
者
を
意
味
し
た
。
こ
㌧
に
宗
敏
よ
り
の
解
脱
が
必
要
で
あ
る
時
節
が
到
來
す
る
。
私
は
こ
＼
に

の

「
向

上
」

の
意
義

を

認
め

る

の
で
あ

る
。

し
か

し

こ

＼
で
注

意
す

べ
き

は
へ

末
後

の
句

と
云
わ

れ

る
如

く

向
上

の
次

元

は
宗
敏

の
更

に
以

後

の
も

の

で
あ

る

こ
と
で

あ

る
。

そ

れ

は
恰

も

哲
學

や

道
徳
が

先
宗

敏
的

な
も

の
で

あ
る

の
と

同

じ
く
、

あ

ら
ゆ

る
宗
敏

を

先
向

上

の
事

と
し

て
、

そ

の
上

に
成
立

つ
も

の

で
あ

る

こ
と
を
忘

れ

て

は
な
ら

な

い
。

そ
れ
故

に
向

上

は
か

、
る
宗

教

を
豫

想

す

る

の
で
あ

る
。
向

上

の
立
場

か

ら
佛

の
名

を
聞

く

こ
と
怨

敵

の
如

く

せ
よ
と

か
、
佛

の
名
を
聞

け

ば
耳

を
洗

う

こ
と

三

日

せ
よ
、

と
か

云

う
言

葉

が

あ

る
と
し

て
も

こ
れ

は
唯
宗

教
以

後

の
次
元

に
於

て
可

能

な

の
で

あ
る
。

も

し
宗
教

以
前

で
あ

れ
ば
佛

と

云

う

こ
と
す

ら
な

い
筈

で
あ

る
。
例

え
ば



雲
門
に
世
尊
初
生
下
の
公
案
が
あ
る
。

ぐ

「
世
尊

初

生
下
。

一
手

指

レ
天
。

一
手

指

γ地

。

七
歩
周

行

。
目

=
顧

四
方

一
云
。
『
天
上

天
下

唯
我

濁
尊

』
雲

門
拮

云
。

我
當
時

若

見
、

一

　

　
　
　

せ

り
　

　

　

　
　
つ
　

捧
打
殺
與
二
狗
子
一令
二喫
却
崎
貴

要
二天
下
太
卒
ご

た
し
か
に
天
上
天
下
唯
我
猫
尊
は
人
間
自
畳
の
、
更
に
宗
教
の
誕
生
を
意
味
し
た
。
雲
門

一
捧
打
殺
の
語
も

「
天
上
天
下
唯
我
濁
尊
」

互
換
の
機
と
も
見
え
ぬ
こ
と
は
な
い
が
そ
れ
の
み
で
は
雲
門
向
上
の
秘
曲
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
で
め
ら
う
。
ま
さ
に
こ
の
些
子
を
含
む

も
の
た
る
べ
き
て
あ
る
。
も
し
こ
＼
で
こ
れ
が
宗
教

(佛
教
)
以
前
乃
至
は
佛
教
中
の
語
で
あ
れ
ば
読
法
の
罪
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
で
あ
ら
う

し
、
不
遜
不
逞
の
語
た
る
に
止
ま
る
。
或
は
又
法
華
會
上
五
百
人
退
席
者
と
何
等
え
ら
ぶ
所
が
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
次
元
の
混
同
が
暉

に
誤
解
を
生
ぜ
し
め
、
輝
を
淺
き
も
の
と
な
し
絡

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
又
洛
浦
元
安
の
次
の
語
は
向
上
の
何
者

た
る
か
を
知
る
上
に
重
要

で
あ
る
。

「師
上
堂
。
末
後

筍

始
到
牽

璽

鎖
=断
要
崖

不
γ通
=凡
雲
尋

常
向
二諸
ム

道
・
任
隻

下
樂
脚
欣
・
我
濁
ア

肯
・
欲
知

=上

流
之
士
采

下凱

佛
租
言
童

貼
中
在
額
頭
㌔

如
=警

勘

農

郵

身
楽

鳳
塁

紅

鱒
豊

霧

皇

感

期
置

須
勘旨
外
明
フ宗
・

莫
下向
三
言
中
一取
上
〆則
。
是
以
石
ム
機
腿
一
測
飯
也
解
㍑
ン唱
"凱
聯
鱒
汝
若
腿
富葎
人
崎
雲
曲
也
癖

γ和
。」

(會
元
巻
六
元
安
章
)

佛
租
の
言
教
が
我
々
の
束
縛
を
意
味
す
る
な
ら
ば
須
か
ら
く
そ
れ
よ
り
の
解
脱
が
必
要
で
あ
る
で
あ
ら
う
。

こ
、
に
宗
教
よ
り
の
解
放

帥
ち
宗
教
の
宗
教
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
又
圓
悟
は
繹
の
無
事
底
を
設
い
て

　

「
遠
録

公
云

。
末
後

一
句

。
始

到

=牢

關
↓
指
南

之
旨

不

レ
在

三
言
詮
鱒
。
十

日

一
風
。

五
日

一
雨

。
安

γ邦

樂

レ業

鼓

γ
腹
謳

歌
。

謂

之
太

李

　

時

節
。
謂

之

無
事

。
」

の
語

を

碧
巖

九
則

の
評

に
引

用

し
績

い
て

「
不

三
是
拍

盲
便

道

=
無
事

鱒
須

下
是

透

二
過
關

梗
子

一
出

一一
得
荊

棘
林

而

　

こ

　

り

　

り

こ

　

浄

媒

々
赤

瀧

々
上

依

前
似

二
李

人

鱒
由

レ爾

有

事
也

得
。

無
事

也
得

。

七
縦

八
横
絡

不

=
執

レ
無
定

ア有

。

云
々
」

と
云

う
。

關
模

子

を
透
過

し

た
後

に
來

る
無

事

で
あ
り

、
自

由

で
あ

る
と

云
う

べ
き

で

あ
ら

う
。
ま

た
向

上
以

前

と
向

上

と
の
混

同

に
よ

向

上

の

些

子

九
九



縄

學

研

究

一
〇
〇

　
れ

　

る
無
事
の
解
繹
に
つ
い
て
も

「有
般
底
人
道
。
本
來
無
一二
星
事
4
但
只
遇
γ茶
喫
γ茶
。
遇
γ飯
喫
γ飯
。
此
是
大
妄
語
、
謂
二之
未
得
謂
得

未
詮
謂
讃
一」
と
批
到
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
＼
に
前
掲
無
蓋
燈
論
や
白
隙
の
所
論
に
も
見
る
、
見
性
。

透
關
、

更
に
向
上
と
云
う
修

業
の
順
序
が
必
要
な
所
以
が
あ
る
と
思
う
。
勿
論
佛
敏
の
圓
融
無
凝
な
解
繹
に
よ
れ
ば
、
初
嚢
心
時
便
成
正
覧
と
云
い
、
圓
環
的
に
出
嚢

印
蹄
結
と
云
う
場
合
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

又
す
で
に
自
覧
の
中
に
か
～
る
構
造
を
そ
な
え
て
い
る
と
云
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、

一
慮
分
析
的
な
理
解
の
上
で
は
、
斯
る
直
線
的
順
序
が
必
要
で
あ
り
、
更
に
泥
多
か
ら
ぎ
れ
ば
佛
大
な
ら
ず
と
云
う
語
か
ら
も
解
る

通
り
、

こ
の
迂
路
の
申
に
向
上
の
内
容
が
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
見
性
印
向
上
で
あ
つ
て
も

そ
れ
で
は
向
上
の
内
容
は
無
内
容
で
あ

り
、
無
向
上
た
る
の
み
で
あ
る
と
云
う
ほ
か
は
な
い
で
あ
ら
う
。
臨
濟
録
の
如
き
も
佛
法
を

「
濟
世
藥
表
顯
之
読
」
と
見
た
臨
濟
大
師
の

宗
教
解
放
の
大
文
字
で
あ
り
、
向
上
の
血
涙
た
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
説
法
段
の
如
き
も
、
恰
か
も
奪
境
不
奪
人
の
立
場
か
ら
快

刀
断
齪
麻
の
痛
快
な
理
論
を
展
開
し
て
行
く
如
く
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
申
に
向
上
の
宗
旨
を
見
る
の
で
な
け
れ
ば
、
大
師
の
眞
意
を

遙
か
に
遠
ぎ
か
る
も
の
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
誤
つ
て
宗
教
以
前
の
次
元
、
又
は
佛
法
中
の
立
場
に
於
て
見
る
こ
と
は
無

事
揮
に
堕
在
し
、
淺
薄
の
見
解
に
階
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
。

二

す
で
に
前
掲
書
中
東
嶺
も
云
う
如
く
「
一
千
七
百
則
公
案
。
皆
是
些
子
消
息
」
で
あ
る
の
で
公
案
に
つ
い
て
こ
の
鮎
に
鯛
れ
た
い
。
見
性

と
向
上
と
云
う
立
場
を
封
比
的
に
鮮
明
に
表
わ
し
た
有
名
な
則
の

一
つ
は
南
泉

一
株
花
で
あ
ら
う
。

ス
ル

ヂ

ナ
リ

「
陸

亘
太

夫
與

=
南

泉

一語

話

次

。
陸

云
。
肇

法

師
道

。
天

地
與

γ
我

同
根

。
萬

物

與

γ
我

一
盟

。
也
甚

奇
佐

。

南

泉

指

二
庭
前

花

一
召

=
太

　

 
夫

一
云
。
時

人

見

=
此

一
株
花

一如

γ
夢
相

似

。
」

(碧
巖
四
+
則
)

こ
れ

は
圓
悟

も

そ

の
評

に
云

う
如

く
、
陸

亘

の
立

場

は
あ
く

ま

で
見
性

の
立
場

で

あ
り

、

こ
れ

に
封

し

て
南

泉

は

は
る
か

に
そ
れ

を
超



脆

し
て
向

上

の
場
か

ら

(勿

論

か

＼
る
場

と
云

う

べ
き
も

の
が

あ

る
か

ど

う
か
は
問

題

で
あ

ら

う
け
れ

ど
)
些
子

の
事

を
明

か

に

し
た
も

の

と

さ
れ

る

の
で
あ

る
。
そ

こ
で
向

上

と
封

比

し

て
見

性

に

つ
い
て
す

こ
し
述

べ
て
見

た

い
。

見
性

に

つ
い
て
如
何

に
考

え

る
べ

き
か
。

我

が
宗

で

心
性

に
と

云

う

べ
き

も

の

に

つ
い
て

は
、

よ
く
臨

濟

の

「
心

法
無

形
。

通

=貫

十
方

而

在

レ
眼
日

γ
見

在
γ
耳

日

γ聞

在

γ
鼻
臭

γ
香

　

在
γ口
談
論
。
云
々
」

の
語
が
あ
げ
ら
れ
る
。
白
隠
は
前
掲
普
読
中
に
暉
浄
の
密
接
な
關
係
を
説
き
観
無
量
壽
経
の
文

「
佛
身
丈
六
十
恒

河
沙
低
那
由
多
由
旬
」
を
引
い
て
こ
れ
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
更
に
慧
心
櫓
都
の
言
葉
と
し
て

「
大
信
見
二大
佛
こ

を
引
い
て
参

縄
は
了
々
分
明
に
、
這
箇
の
古
佛
を
見
徹
す
る
も
の
な
り
と
云
つ
て
い
る
。
こ
の
大
佛
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

「會
元
巻
七
。
太
原
孚
上
座

(前
略
)
日
法
身
之
理
猫
若
=
太
虚
鴫
竪
窮
三
二
際
殉
横
亘
二十
方
鱒
彌
=論
八
極

一
包
二括
二
儀
殉
随
γ縁
赴
レ

こ

　

り

感
靡

鋸
不

γ周

。

(輝
者

)
日

。
不

γ
道

=
座

主
説

不
是

4

祇
是
説

一一得
法

身
身

量

邊
事

鴫
實

未

γ識

=
法

身

一
在
。

師
日

。
既

然
如

γ
是

。

暉

讐

二爲
γ我
塗

日
・
座
主
湛

誤
・
師
日
・
焉
粟

"
.骨

日
若
.弩

懸
座
主
野

講
智

・
於
二
室
内
臨

然
静
慮
、
牧
γ
心
堺

こ

念

善

悪
諸

縁

一
時

放

却
。

師

一
依

γ
所

γ数

從

=
初
夜

幻
至

二
五
更
輔
聞

=
鼓
角
聲

幻

忽
然
契

悟

。
」

と
あ

る
が
、

太
原

孚

上
座

も
了

々
分

明

に

こ
の
古

佛

を
見
徹

し
た
も

の
で

あ
ら

う
。

又
楊
嚴

経

巻

三
に

は

　
り

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

「
爾
時

阿
難

及

諸

大
衆
。

蒙

一一佛
如

來
微

妙
開

示

鴫
身

心
蕩

然
得

γ
無

一一里
碍

4
是

諸
大

衆
。

各

々
自
知

三
心
偏

=
十
方

噛
見

一一十
方

空
鱒

姐
観

翠
誹

持
蕩

二

切
世
間
騨

寛
物
・
皆
菩
提
妙
男

心
・
心
精
偏
馨

=峯

互

反
観
父
母
所
隻

身
慮

一楓

+
瓦

盧
竃

吹
三

微
塵
義

秘
.舞

縣

ダ

難

海
聾

浮
婆

起
滅
無
γ衡

了
聾

触

獲
妙
本
心
常
集

滅
ご

云
・

と

あ
る
を
味

う

べ
き

で

あ
ら
う

。

こ

＼
に
も

ま

た
見
性

の
端

的

を
見

る

こ
と
が
出

來

る
。

陸
亘

の
「
天
地
與

・
我

同
根

。
萬

物
與

・
我

一
髄
」

と
云

う
も

ま

た
宣

べ
な

る
哉

と
云

わ
ね
ば

な
る

ま

い
。

し
か

し
こ

こ
に
止

ま

る

べ
き

で

な

い
。

尚

こ

れ
は
化

城
た

る

を
ま

ぬ
が

れ

ぬ
で
あ

ろ

う
。

そ

こ
に
南
泉

の
悪
毒

の
語

句
が

必
要

に
な

る

の
で
あ

る
。
「
時

人

見

=
此

一
株

花

弔
如

〆
夢
相

似
」
と

は
如
何

な
る
意
味

を
も

つ
も

の

で
あ

ろ
う
か

。
恐

ら
く

室
内

の
傳

統

は
各

派
下

に

よ

つ
て
異

る
も

の
が

あ
ら

う
。

そ

れ
が
向

上

の

一
著

を

含
む
限

り

、
室
外

に
取

り
出

す

向

上

の

些

子

一
〇

一



輝

學

研

究

一〇
二

べ
き
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
何
れ
に
も
せ
よ
陸
亘
の
見
解
を
超
脱
し
、そ
れ
を
徹
底
洗
い
去
つ
て
、南
泉
特
異

の
境
涯
を
吐
露
し
た
も
の

　

が

　

こ

と
見
る
黙
に
於
て
は

一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
圓
悟
の
碧
巖
録
に
於
け
る
此
の
語
の
着
語
「
鴛
鴛
誘
了
從
=君
看
↓
莫
;把
=金
針
一度
=與
人
℃」

も
そ
の
黙
を
指
し
て
い
る
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
こ
の
則
の
雪
寳
の
頒
古
で
あ
る
が
「霜
天
月
落
夜
將
牛
。
誰
共
澄
潭
照
影
寒
」
の

句
は
南
泉
殊
絶
の
境
涯
を
頒
し
得
て
極
め
て
適
切
で
高
く
評
便
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
…教
意
を
超
え
る
超
脱
の
場
は
全
く
特
異
の
も
の
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
普
遍
的
、
概
念
的
な
も
の
を
含
む
と
す
れ
ば
教
意
な
の
で
あ
つ
て
向
上
と
は
云
い
が
た
い
。
向
上

一
路
、

千
聖
不
傳
と
は
ま
さ
に
こ
の
時
の
時
節
で
あ
ろ
う
軌
こ
れ
を
「全
く
濁
創
的
な
何
物
か
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。」
と
云
い
換
え
ら
れ
る
で
も

ヤ

カ

フ
コ
ヲ

ハ

レ

ニ

セ
ン
ト

あ

ろ
う
か

。
巖
頭

は
贅
山
店

で
雪

峰

を

呵

し
て

「
量

不

r
聞

γ
道

從

γ門

入
者

不

=
是

家
珍

一」

と

云

い
、

又

「
他
後

若
欲

γ
播

=
揚

大
教

ゆ

　

　

こ
　

　

須

下
一

一
從

二
自

己
胸
襟

一流

出
將

來
。

與

γ
我
蓋

天
蓋

地

去
上
」

と
云

つ
て

い
る
。

(會
元
、
巖
頭
章
)

か

＼
る
殊
絶

の
境

は
前

掲

、
雪
峯

低

頭
蹄

庵

の
頒

古

に
も

絶
妙

の
好
僻

と

な

つ
て
表

わ

さ
れ

て

い
る
。

「
…

…
同
條

生
也

共
相

知

。
不

同
條

死

還
殊
絶

。

還
殊

絶
。

黄
頭

碧

り

眼
須
=甑
別
鴫南
北
東
西
鋸
去
來
。
夜
深
同
看
千
岩
雪
」
。

敏
を
超
え
る
場
は
ま
さ
に
そ
の
人
の
最
も
内
奥
な
る
も
の
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
千
古
に
知
己
を
求
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
只
許
老

胡
知
。
不
許
老
胡
會
。
と
で
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
暉
の
場
合
に
の
み
特
有
な
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
易
行
道
と
云

わ
れ
る
念
佛
の
宗
旨
の
中
に
も
か
㌧
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
彌
陀
の
名
號
は
宗
祀
親
鶯
に
取
つ
て
は
切
々
た
る
自
己
の
内
奥
を

ゆ
さ
ぶ
る
力
で
あ
り
、
自
己
の
全
人
格
を
そ
の
な
か
に
と
か
し
込
む
べ
き
者
で
あ
つ
た
。
し
か
し
そ
の
追
随
者
等
に
取
つ
て
は
易
行
道
と

云
わ
れ
る
だ
け
に
、
又
他
力
宗
と
云
わ
れ
る
だ
け
に
宗
祀
の
盤
験
に
肉
迫
す
る
こ
と
は
か
え
つ
て
困
難
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
蓮
如
上
人

御

一
代
記
聞
に

「前
々
住
上
入

(蓮
如
上
人
)

『
お
ど
ろ
か
す
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
村
雀

耳
な
れ
ぬ
れ
ば
な
る
こ
に
そ
の
る
』
此
歌
を
御

引
あ
り
折
々
仰
せ
ら
れ
候

た
図
人
は
皆
耳
な
れ
雀
な
り
と
仰
せ
ら
れ
し
と
云
々
」
と
あ
る
が

「耳
な
れ
雀
」
と
呵
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
又
歎
異
抄
の
絡
り
に

「聖
人
の
つ
ね
の
お
ほ
せ
に
は
、
彌
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鶯

一



人
が

た
め

な
り
け

り
、

さ

れ
ば

そ
く
ば

く

の
業

を
も

ち
け

る
身

に

て
あ
り

け

る
を
、

た
す

け
ん

と

お
ぼ

し
め

し
た
ち

け

る
本
願

の
か
た

じ

け

な
さ

よ

と
、
御

述
懐

さ

ふ
ら

ひ

し

こ
と
を
」

云

々
と

あ
る
け

れ
ど

も
、

そ

の

「
ひ
と

へ
に
親

驚
が

た

め
な
り

け
り

」

の
自
覧

の
深

さ

を

見

る
と

き
、

(
こ
れ
が
念

佛
宗

の
人

々
に

よ

つ
て
別

に
解
繹

せ

ら
れ

る
と

し

て
も

)
雪

寳

の

「
霜

天
月

落

…
…
」

の
句

を
見

る
如

き
感
が

す

る

の
で

あ
る
。

ま

さ
に
向

上

の

一
路

千
聖

不

傳

で
あ
り

「
親
驚

は
弟

子

一
人

も
も

た
ず
」

と
さ

れ
る
所

以

で
は

な

い
で
あ

ら
う

か
。

も

し

あ
り

と
す

れ
ば
向

上

一
路

千
聖

共
行

の
道
で

あ
り
御

同
行

と
し

て
あ

る

こ
と
で

あ

る
。
そ

れ
は
親

鶯

と
共

に
悩

み
、
彼

と
共

に
蹟

き

苦

こ

悩
し
絶
望
し
、

そ
の
絡
局
に
於
て
彌
陀
の
光
に
つ
㌧
ま
れ
た
自
己
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
愁
人
勿
γ読
γ向
=
愁
人
一

説
二向
愁
人
一愁
=

殺
人
一で
あ
る
。
も
し
易
行
道
と
し
て
憐
む
こ
と
も
不
用
で
あ
り
蹟
き
も
無
用
で
あ
る
と
云
う
な
ら
ば

悪
人
正
機
と
は
云
え
ぬ
か
も
し
れ

な
い
。
悪
人
と
は
軍
に
悪
し
き
行
爲
を
な
す
人
の
意
で
は
な
く
自
己
の
避
け
難
き
根
元
悪
の
深
さ
を
自
覧
し
、
そ
の
中
に
救
わ
れ
難
き
自

己
を
見
出
す
人
の
意
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
ご
＼
で
私
は
蓮
如
上
人
御
文
の

「聖
人

(親
鶯
)
の
い
は
く
、
た
と
い
牛
ぬ
す
人
と

は
い
は
る
と
も
、
も
し
は
後
世
者
、
も
し
は
善
人
、
も
し
は
佛
法
者
と
み
ゆ
る
や
う
に
ふ
る
ま
ふ
べ
か
ら
ず
と
こ
そ
お
ほ
せ
ら
れ
た
り
。

こ
の
む
ね
を
よ
く
よ
く
こ
、
う
え
て
念
佛
を
ば
修
行
す
べ
き
も
の
な
り
」
の
文
を
引
用
し
た
い
の
で
あ
る
。
最
も
内
な
る
も
の
、
眞
の
個

性
が
彌
陀
の
救
の
中
に
自
己
を
見
出
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
親
鶯
の
言
葉
を
そ
の
意
味
こ
そ
異
な
れ
、
南
泉
の

「時
人
見
此

一

株
花

如
夢
相
似
」
に
も
匹
適
す
る
も
の
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

さ
き
に
陸
亘
が
學
げ
た
肇
論
の

「
天
地
與
我
同
根
、
萬
物
與
我

一
禮
」
か
ら
人
は
荘
子
の

「
天
地

一
馬

萬
物

一
指
」
を
思
い
出
し
、

更
に
倶
股
竪
指
の
話
を
思
い
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
倶
砥
に
於
て
は
す
で
に
雪
寳
が
頒
古
(碧
巖
)
に

封
揚
深
愛
老
倶
砥

宇
宙

空
來
更
有
γ誰
。

と
讃
し
た
如
く
天
龍
和
尚
よ
り
得
た
輝
で
は
あ
る
が
、
倶
砥
の
も
の
と
な
り
審
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ

彼
の
邉
化
に
際
し
て

「吾
得
=天
龍

一
指
頭
暉
一
一
生
受
用
不
鑑
」
の
語
が
吐
か
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
の
向
上
の
作
略
は
無
門
關
に
見
る

童
子
勘
検
の
所
に
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

向

上

の
些

子

一
っ
三



暉

學

硫

究

一
〇
四

こ

　

こ

こ

倶
砥
和
尚
、
凡
有
=詰
問
一唯
學

一
一
指
崎
後

有
=童
子
鱒
因
外
人
間
。
和
尚
読
二何
法
要
崎
童
子
亦
竪
二指
頭
鱒
砥
聞
途
以
γ刀
断
=其
指
鴫

　

　

　

童
子
負
痛
號
契
而
去
。
腫
復
召
γ之
。
童
子
廻
γ首
。
砥
却
竪
γ指
。
童
子
忽
然
領
悟
。

「
刀
を
以
て
其
指
を
断
つ
」
何
と
云
う
鏡
い
暉
機
で
あ
ら
う
。
童
子
は
こ
㌧
に
直
ち
に
、倶
豚
の
腹
中
を
見
、更
に
拮
華
微
笑
の
場
に
連
ら

な
り
得
た
で
あ
ら
う
。
尤
も

「以
刀
断
其
指
」
は
租
堂
集
な
ど
に
は
無
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(輝
文
化
8
、
高
貴
静
寂
)

し
か
し

倶
砥
が
彼
の
摸
倣
者
に
封
し
て
痛
く
こ
れ
を
叱
責
し
た
と
か
、
或
は
そ
の
指
は
挫
折
し
た
こ
と
位
の
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
於

て
も
同
じ
事
が
云
い
得
る
で
あ
ら
う
。
趙
州
無
字
と
云
い
、
白
隙
の
隻
手
音
聲
と
云
う
。童
子
の
摸
倣
の
如
く
で
な
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

倶
賑
の
如
く
悪
辣
の
手
段
を
弄
す
る
底
の
宗
匠
の
稀
れ
で
あ
る
こ
と
が
今
日
の
輝
界
の
寂
蓼
を
來
し
た
所
以
で
あ
る
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

近
代
輝
の
通
念
と
も
な
つ
た
「無
」
の
如
き
も
ま
た
か
㌧
る
概
念
化
さ
れ
た
も
の
と
な
る
な
ら
ば
向
上
の
黙
検
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。

大
燈
國
師
の
歌
の
如
く

「
三
十
あ
ま
り
吾
も
孤
の
穴
に
す
む
今
ば
か
さ
る
る
人
も
こ
と
わ
り
」
と
云
は
れ
な
い
様
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
徳
山
宣
鑑
の
如
き
も
金
剛
維
の
講
者
で
あ
つ
た
と
云
う
。
そ
れ
が
婆
子
に
勘
せ
ら
れ
て
龍
潭
に
参
じ
、
紙
燭
吹
滅
の
所
に
於
て
大
悟

　
り

し
翌
日
疏

抄

を
取

つ
て
、
法

堂

の
前

に
於

て
、

一
炬

火

を
も

つ
て
提

起

し

て
「
窮

二
諸

玄
辮

鱒

若
三
一
毫
致

=
於

太
虚

幻
蜴

二
世
福

機
鱒

似
胃二

　

　

　
こ

滴

投

二
於

巨

堅

一
」
と
云

つ
て
疏
抄

を
焼

い
て

し
ま

つ
た

と
云
う

。
今

迄
金
剛

経

を
講

じ

て
居

つ
た
と
き

に

は
金

剛

経
を
知

ら
ず

、
金

剛

経

を
焼

却

し

た
時

に
始

め
て
金

剛
経

の
眞

の
精

紳

に
契

合

し
た

と
云
う

こ

と
が
出
來

る
で

あ
ら

う
。
般

若

の
思

想

の
如
き

も
決

し

て
輝

と
か

け

離

れ
た
も

の
で
は

な

い
で
あ

ろ
う
。

し
か

し
艦

系

と

な
り

一
つ
の
哲
學

と

な

つ
た
と

き
そ

れ
臓

ま

た
向

上

の
鮎
槍

を

必
要

と
す

る

と
思

う
。

あ

の
長

い
思

想
膿

系

よ
り

も

一
つ

の
公

案

の
方

が

よ
り

身

近
か

に
吾

々

の
心
底

を
打

つ
も

の
を
も

つ
て

い
る

の

で
は

な

い
で
あ

ろ
う

か

。
東
洋

人

の
吾

々
に
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的

な
抽
象

的

思
惟

(印
度

思

想
を

も

入
れ

て
)

に
は
不

慣

れ
で

あ

る
、

む

し

ろ
吾

々
に

は
軍

文
的

で

あ
り
俳

句
的

で
あ

る
方

が
解

り
易

い
で

あ
ろ

う
。

そ

の
鮎
公
案

は
決

し
て
古
典

的

な
表

現
形

式

で

な
く
、
薪

新
輕

快

な
表

現
形

式

で
あ

る
様

に
思

う

。

そ
し

て
我

々

の
表

象
習

慣

は
決

し

て
抽

象
的

で

な
く

よ
り
具

膣

的

で
あ

る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
あ
れ

ば
、

恐

ら
く
旙

大

な
思

"



想
鵬
系
を
必
ず
持
ち
得
た
で
あ
ろ
う
あ
の
支
那
琿
も
、
會
元
、
傅
燈
録
の
如
き
行
動
言
説
の
記
録
を
主
と
し
て
淺
し
て
い
る
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
に
具
禮
化
せ
ら
れ
た
思
想
や
法
が
生
活
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
＼
る
意
味
で
會
元
傳
燈
は
縄
哲

學
の
寳
庫
で
あ
り
、
我
々
は
大
い
に
こ
れ
を
研
究
し
な
く
し
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

見
性
と
向
上
の
樹
比
的
な
他
の
例
の
一
つ
と
し
て
次
の
則
を
學
げ
た
い
。

「
明
州
大
梅
山
法
常
縄
師
。
問
馬
租
云
。
如
何
是
佛
。
祀
云
。
印
心
即
佛
。
後
有
γ僧
又
問
。
如
何
是
佛
。
租
云
。
非
心
非
佛
。」

馬
租
印
心
印
佛
の
則
で
あ
る
。
こ
の
帥
心
即
佛
と
非
心
非
佛
の
關
係
に
つ
い
て
は
馬
租
自
身
が
語
る
次
の
言
葉
で
う
か
が
い
得
る
。

り

　
が

　

　

櫓
問

二
和

爾
℃

爲

二
什
腰

一読

こ即

心
印

佛

鱒

師

云

。
爲

γ
止

二
小
見
暗

4

櫓
云

。
暗

止
時

如
何

。
師

云
。
非

心
非

佛
。
(
伝
燈
巻
六
馬
祖
章
)

　

邸
心
即
佛
は
臨
濟
大
師
の
云
う
如
く
濟
世
藥
、表
顯
之
説
な
る
も
の
で
あ
り
、
空
拳
黄
葉
用
証
二小
児
一底
の
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
部
の
人

が
説
く
如
く
印
心
即
佛
が
主
観
的
な
も
の
を
指
し
、
非
心
非
佛
が
客
観
的
な
も
の
を
意
味
す
る
と
す
る
考
え
の
如
き
は
は
る
か
に
馬
祀
の

　

　

意
を
遠
ぎ
か
る
も
の
で
あ
ら
う
。
又
馬
租
の
法
嗣
伏
牛
自
在
揮
師
の
上
堂
に
も
「印
心
印
佛
是
無
病
求
藥
句
。
非

心
非
佛
是
藥
病
封
治
句
」

と
も
説
か
れ
て
い
る
。
病
の
あ
る
と
き
に
は
た
し
か
に
藥
は
必
要
と
な
る
、
し
か
し
病
が
癒
ゆ
れ
ば
藥
も
ま
た
無
用
と
な
る
。
な
ま
じ
藥

の
あ
る
こ
と
は
か
え
つ
て
毒
と
な
る
で
あ
ら
う
、
こ
～
に
些
子
の
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
又
大
梅
法
常
輝
師
が
即
心
印
佛
に
於
て
馬
祀
下

ず

に
大
悟
し
、
去
つ
て
大
梅
山
に
住
し
て
後

「
僧
云
、
馬
師
近
日
佛
法
又
別
。
師
云
。
作
腰
生
別
。
櫓
云
。
近
日
又
道
非
心
非
佛
。師
云
。這
老

　
　

ご

漢
惑

二
齪

人

一未

γ
有

二
了

日
殉

任
他
非

心
非

佛

。
我

只
管

邸

心
即
佛

。
」

と

云
う
公

案

は
甚

だ

名
高

い
。

蓋

し

こ

、
に
法

常

暉
師

の
些

子

の

様
子

が

あ

つ
た

の
で

あ
ら

う
。
馬

大
師

は

こ
れ
に

「
梅

子
熟

せ
り
」

の
語

を
與

え

て
こ

れ
を
許

し

た

の
で
あ

る
。
無

門

は

こ
の
非

心
非
佛

　
ぶ

の
則

の
評

に

「
若
向

二
者
裏

一見

得

参

學
事

畢
」

と

云

つ
て

い
る
が
明

ら

か

に
彼

は

こ
れ

を
末
後

の
句

と
見

て

い
る

こ
と
が
到

る
。
更

に

ご

　

こ

り

　

彼

の

こ
の
則

の
頒

「
路

逢
二
剣
客

一須

レ呈

。
不

γ
遇

二
詩
人

一莫

γ
獄

表
々
」

も

ま
た
前

掲
馬

租

の
語

と

併

せ
て
些
子

の
事

を

通
ず

る
も

の

と

す

る

こ
と
が
出

來

る
で

あ

ろ
う
か

。

向

上

の

些

子

一
〇
五



徹
π
學

研

究

一
〇
六

私
達
は
す
で
に
趙
州
に
柏
樹
子
の
話
の
公
案
の
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
彼
の
弟
子
覧
鐡
砦
に
よ
つ
て

「先
師
無
二

　

ら　

　

此

話
而

莫
γ
諦

二
先

師

一」

と
云
わ

れ
、

こ
れ
を
聞

い
た
法

眼
暉
師

が

「
眞
獅

子

兇
能
獅

子

吼
」

(葛
藤
集
)
と
云

つ
た
こ

と
を
考

え

て
見

る
必

要

が

あ

る
で
あ

ら
う

。

こ

㌧
に
も
跡

を

は
ら

い
鳳
跡

を
滅

す

る
配

慮
が
梯

わ

れ

て

い
る

こ
と
を
知

る

の
で

あ

る
。

こ
の
公
案

は
無

相

大
師

　

こ

の

「
柏

樹

子
話
有

二
賊

之
機

こ

の
公

案

と

な

つ
て
見

孫

に
向

上

の

一
路

を
示

す
も

の
と
な

つ
た

の
で
あ

る
。

印

心
印
佛

と

云

い
、
見
性

と

云

い
、
天

地
與

γ
我

同
根

と

云
う
、

哲
學
者

や
佛
教

學
者

に

よ
う

て
能
所

不

二

と
か
、

主
客

合

一
と
か
云

う

こ
と
が
説

か

れ

る
。
そ

れ
を
我

々
は
如
何

に
解
す

べ
き

で
あ
ら

う
か

。
主
燈

と
客

禮

が
合

一
す

る

と
云

う

こ
と
を
文

字

通
り
解

す

る

な

ら
ば

、

こ
れ

は
全
宇
宙

と
我

と
が

一
枚

に
な

つ
た
境

致

所
請
打

成

一
片

の
心

境

と
云
う

こ
と
が
出

來

る
か
も

し

れ
な

い
。
縄

定

の
経

験

は

こ
れ
が

正

し

い
こ

と
を
敏

え
、

天
地
與

γ
我

同

根
も

こ

㌧
か

ら
云
わ

れ

る
で

あ
ろ

う
。

し
か

し

こ

㌧
に
止

ま
る

な
ら
ば

寂
然

獣

照

の
中

に

只

一
つ
輝

を
認

め

る
こ

と
に
も

な
り
兼

ね

な

い
で

あ

ろ
う
。
果

し

て

こ
れ
だ

け
が

唯

一
つ
の
眞
實

で

あ
る

の
で

あ
ら

う
か

。
私
等

は

二
元

封

立
、

主
客

封
立

の
世
界

を
も

認
め

な
く

て

は
な

ら
な

い
。
も

し
主

客

合

一
の
み
が
眞

理

と
す

る
な

ら
ば
主
客

と
云

う

こ
と
す

ら

な

い
か

も

し

れ

な

い
。
私

は

こ

の
主

客

合

一
と
云

う

こ

と
を
寳
鏡

三
昧

と
し

て
も
考

え
ら

れ

る

の
で
は

な

い
か

と
思

う
。

印

ち
爾
鏡

相

照
、

中
心

一
鮎
無
影

像

で
あ

る
。

も

し
合

一
が
文

字

通
り

一
つ
に

な
る

と
す

れ
ば
、

法
眼

縄
師

に
地

藏
が

指
摘

し
た
如

く
心

内

に
石

を
も

ち
歩

い
て

り

さ

ぞ
か

し
重

い
こ
と

で
あ

ろ
う
。

正
宗

讃
、

清
涼

法

眼
縄
師

。

「
…

…
與

進
修

輩
。
擬

γ
之

一一湖

外
而

既
獲

値
雨

。
少

憩

一一城
西

地
藏

刈

入
γ

　

　
こ
　

し　

　

　

そ

　

　

　

堂
見

哺昌藏

坐
二
地
燈

鱒
問

γ
師
、

此
行

何

之

。
日

。
行

脚
去

。
日

。
行

脚

事
作
腰

生

。
日

。
不

γ
知

。
日

不

γ
知
最
親

。
三
人
附

γ火

。
因

學

二

　

　

　

　

　

　
ぞ

　

　

肇

論

一至

=
天
地

與

ン
我
同

根
威

幻
藏

又
日

。

山
河

大
地
與

二
自

己

一
是
同

是
別

。

修
日
同

。
藏

竪

二
爾
指

一熟

く
覗

γ
之
爾

箇

便
起

去
。

雨
罫
僻

り

　
　

行

。
藏
途

γ
之

問
日

。
上

座
尋

常
設

二
三
界

唯

心
殉

乃
指

二
庭

下
石

一
日

。
且

道
此

石
在

二
心
内

一、

在
二
心
外

幻
師
日

。

在
二
心
内
4

口
行

脚
人

　
　

　

　

　

　

や

こ

　
　
　
　

こ

著
二
甚
來

由

一安

二
塊

石

一
在
二
心
頭

一
耶
。

師
碧

無
二
以
封

↓
途

放

r
包
倶
求

二
決

澤

こ

云

々

と
あ

る
。
味

わ

う

べ
き
で

あ

る
と
思

う
。

慮
無

所
住

而

生
其

心
も

こ

の
中
心

一
黙
無

影

像

の
消
息

と

す

べ
き

で
あ

ろ
う
か

。
黄
葉

に
心
身
共

捨

の
則

が

あ
る
け

れ
ど

も

こ

の
無

影
像

の
事



に
關
わ

る

と
も
見

得

る
で

あ

ろ
う
。

　
　
　
　

「
黄
粟

運

縄
師

示
衆

云
。

内
外

心
身

一
切
共

可
捨

。
凡

人
多

不

γ肯

γ
空

心
。

恐

γ
落

二於

空

殉
不

γ
知
自

心
本

空
」

云

々
。
(
葛
藤
集
)

同

じ
公

案

を
向

上

と
見

る
か
。
向

上

以
前

と
見

る
か

に
よ

つ
て
、

古
來

よ
り

種

々

の
見

解
が

出

さ
れ

て

い
る

の
は
碧
巖

の
龍

牙
輝

板

の

則

で

あ
ら

う
。

雪
蜜

は

こ
れ

に
特

に
百

則
中

只

一
つ

の
例
外

と
し

て
爾
頒

を
與

え

て

い
る
。

こ
れ

に
封

し
て

一
部

の
人

々
は
前

頒

を
龍
牙

を
既

し

た
も

の
と
見

、

一
方

を
讃

し

た
も

の
と

し
、
或

は
虚

堂

の
如

く
雨
頒

共

に
龍
牙

を
梵

天

に
ま

で
托

上

し
た
も

の
と
す

る
見

方

も
出

　

う

　

り

　

て
來
る
。

(虚
堂
和
倫
語
録
巻
四
饗
林
夏
前
告
香
普
説
参
照
)
勿
論
圓
悟
も
評
中
に

「
這
老
漢
把
得
定
。
只
徹
二得
洞
下
尊
宿
鴫
若
是
徳
山
臨
濟

　
　
ぶ

こ

　
　
　

門

下

。
須

γ
知

別
有

二
生

涯

こ

と
云
う
如

く

臨
濟
下

の
立
場

に
立

て
ぼ

自

か
ら
違

つ
た
見
方

も
出

て
來

る

で
も

あ
ろ

う
。
何

れ

に
も

せ

よ
、

特

に

二
頒

を
設

け

た

こ
と

は
す

で

に
こ

の
龍

牙

の

「
要

且
無

二
祀

師
西

來
意

こ

に

二

つ
の
見
方

が
可

能

で
あ

る

こ
と
を
示

し

て

い
る
と
も

云

い
得

よ
う
。

殊

に
後
頬

が

百
則

頒
古

中

の
絶
唱

暮
雲

の
頒

と
な

つ
て
詠

い
出

さ

れ
て

い
る

た
め

に
多

く

の
人

々

の
注

目

を
集

め

た
も

の

で

あ
ろ

う
。
勿

論

こ

の
頒

の
如

き

は
問

題

な
く
向

上

の

一
句

と
さ

れ
る
も

の
で
あ

る
、

そ

こ
に

は
修

業

を
し

ぬ

い
た
後

に
到
達

す

る
高

い

　

　

　

境
致
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
行
到
水
窮
盧

坐
看
雲
起
時
。
と
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
嘗
て
洪
川
琿
師
が
そ
の
縄
海

一
瀾
に
も
引

用
さ
れ
た
孔
門
の
好
句

「曾
鮎
日
。
暮
春
春
服
既
成
。
冠
者
五
六
人

童
子
六
七
人

浴
乎
折
。
風
乎
無
雲
。
詠
而
錦
。孔
子
謂
然
歎
日
。

吾
與
黙
」
に
も
似
た
る
も
の
と
云
う
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
勿
論
洞
水
逆
流
の
虞
に
大
悟
し
た
龍
牙
の
境
涯
に
も
鯛
れ
た

も
の
で
は
あ
ろ
う
。
租
師
西
來
意
の
問
題
を
持
ち
廻
つ
て
到
る
所
に
宗
匠
の
見
解
を
尋
ね
歩
い
た
彼
は
ま
た
柄
曾
行
脚
の
無
鑑
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
ま
た
、

要
且
無
二祀
師
西
來
意
一
の
語
に
封
す
る
、
雲
門
宗
の
宗
匠
雲
蜜
重
顯
そ
の
人
の
深
い
共
感

で
あ
つ
た
と
も
見
得
る
。
そ
こ
に
は
永
い
精
肺
的
遍
歴
に
よ
つ
て
彫
琢
さ
れ
老
成
さ
れ
た
詩
人
の
境
涯
が
そ
の
ま
＼
ぶ
ち
ま
か
れ
て
い
る

と
も
見
得
る
で
あ
ろ
う
。
哲
學
者
カ
ン
ト
は
彼
の
第
三
批
到
の
中
で
崇
高
の
概
念
を
説
明
し
て
有
限
な
る
も
の
が
繕
封
的
な
る
も
の
、
無

限
な
る
も
の
に
逢
着
し
た
と
き
に
起
る
緊
張
感
情
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
詩
人
雲
寳
の
表
現
の
中
に
も
か

㌧
る
意
味
を
持
つ
も
の
が

向

上

の

些

子

一
〇
七



輝

學
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一
〇
八

あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
暮
雲
の
頒
の
如
き
、
或
は
雪
峰
無
語
低
頭
鋸
庵
の
頒
の
如
き
、
更
に
白
隙
が
極
め
て
高
く
評
便
し
て
い

る
雲
門
六
不
牧
の
則
の
頒

(碧
巖
第
四
七
則
)
の
如
き
に
も
斯
る
者
を
見
得
る
様
に
思
う
。
か
く
の
如
き
崇
高
の
感
情
を
寓
す
る
が
故
に
こ

そ
千
古
の
名
唱
と
な
り
紹
妙
の
好
僻
と
は
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
輝
者
は
し
か
し
斯
る
紹
封
的
な
も
の
に
逢
着
し
て
、
そ
こ
に
空
し
く

絹
望
し
、
そ
こ
に
空
し
く
征
徊
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
徒
ら
に
詩
境
に
流
連
し
感
情
に
流
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
＼
る
崇
高

に
逢
着
す
る
が
故
に
更
に
失
銭
遭
罪
の
精
進
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
山
の
崇
高
に
打
た
れ
る
が
故
に
山
に
い
ど
み
山
を
慕
う
ア
ル
ピ
ニ

ス
ト
に
も
似
て
い
よ
う
か
。
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
空
し
き
試
み
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
そ
れ
は
有
限
が
無
限
に
い
ど
む
空
し
き
努
力
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
私
等
は
失
銭
遭
罪
の
言
葉
で
表
は
し
て
も
よ
い
と
思
う
。
か
＼
る
試
み
は
崇
高
の
高
さ
を
更
に
更
に
再
認
三
認

す
る
と
し
て
も
空
し
き
努
力
が
績
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
揮
者
に
課
せ
ら
れ
た
運
命
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
は
ま
さ
に
失
銭
遭
罪
の

由
來
な
の
で
あ
る
。

三

 

紅
旗
閃
燦

(五
租
演
云
)
と
云
わ
れ
る
雲
門
の
宗
旨
は
甚
だ
見
難
い
所
を
も
つ
て
い
る
。
有
名
な
雲
門
の
日
々
是
好
日
の
則
部
ち

「
雲
門
垂
語
云

十
五
日
己
前
不
問
汝
。
十
五
日
己
後
。
道
將

一
句
來
。
自
代
云
。
日
々
是
好
日
。」
(碧
巖
第
六
則
)

の
如
き
も
よ
く
人

の
知
る
公
案
で
あ
る
。
縄
に
接
し
な
い
人
が
理
解
し
て
い
る
の
は
高
々
宗
教
以
前
、
佛
敏
以
前
の
意
味
に
於
て
ゴ
あ
ら
う
。
或
は
佛
数
的

に
、
或
は
宗
数
的
に
理
解
し
て
い
る
人
も
あ
ろ
う
。
そ
の
時
も
な
ほ
法
身
邊
の
事
と
し
て
理
解
す
る
程
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
爾
先
向
上
の

事
た
る
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
。
眞
の
意
味
に
於
け
る
日
々
是
好
日
は
向
上
の
次
元
に
於
て
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

雪
賓
が

「
我
愛
紹
陽
新
定
機

一
生
爲
人
抜
釘
抜
懊
」
と
讃
し
た
大
宗
匠
の
手
腕
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
日
々
是
好
日
は
世

間
人
の
常
識
的
理
解
の
如
く
春
有
花
秋
有
月
と
云
う
如
き
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
普
通
と
か
内
在
と
か
云
う
如
き
哲
學
的
理
解
や
更
に



事

々
物

々
眞
如

の
表

れ
で

な

い
も

の
は
な

い
と
云
う
、

佛
敏

學
的

理
解

を
更

に
超

え
る
も

の
で
あ
り

繕
封

の
立
場

に
於

て
語

ら
れ

て

い
る

こ
と

に
注
意

す

べ
き

で
あ

ら
う

。
そ

れ
で

こ
そ
雲
門

の
流

れ

を
汲

む
雪
蜜

は

「
去
二
却

一
鱒
枯

二
得

七
而
上

下

四
維
無

二
等

匹
而
云
云
」
と
頒

し

た

の
で

あ

る
。
白

隙
も

そ

の
荊
叢

毒
蘂

の
申

(
巻
三
墨
古
)

で

こ
の
則

の
難

透

で

あ

る

こ
と

を
示

し
、

特

に

「
上
下

四
維

無
等
匹

」

に
樹

し

て

「
這
箇

示

衆
非

二
今
時

{
非

二
那
邊

↓
非

二
向

上
(
非

二
向

下

鴫
非

γ
正
非

r
偏

、
非

二
尊
貴

一非

二
功

勲
4

如

二
碕

γ
天
長
劔

ご

云
云
と
云

う

　

　

の

で
あ

る
。
石

人
機

似

γ
汝
、

也
解

r
唱

二
巴

歌
輔
汝

若
似

二
石
人

(

雪
曲

也
鷹

γ
和

(前
掲
洛
浦

元
安
の
語
参
照
)

と
も

云
う

べ
き
で

あ

ろ
う
か

。

日

々
是

好

日

は
容
易

な

ら
ざ

る
も

の
が

あ

る
と

云

う
べ

き

で
あ

る
。

一
句

を

入

れ
得
ざ

る
紹

封

の
場

に
向

上

の
作
略

を

示
す

の
は
古
人

の
常

に

な
す
所

で

あ

る
。
拮
槌

竪
佛

も

ま

た
か

㌧
る
意
味

を
持

つ
で

あ

ろ
う
。
次

の
垂
語

の
如

き

は
古
來

向

上

の
拮

提

と

し

て
有

名

で
あ

る
。

ぎ

り

　

　

禾
山
垂
語
云
。
習
學
謂
二之
聞
鴫
繕
學
謂
二之
鄭
鴫
過
二此
二
一者
是
爲
二眞
過
鱒
檜
出
問
、
如
何
是
眞
過
。
山
云
、
解
打
鼓
。
又
問
、
如
何

　

せ

　

是
眞
諦
。
山
云
、
解
打
鼓
。
又
問
、
印
心
邸
佛
不
γ問
、
如
何
是
非
心
非
佛
。
山
云
、
解
打
鼓
。
又
問
、
向
上
人
來
時
如
何
接
。
山
云
、

解
打
鼓
。

眞
過
と
云
い
、
眞
諦
と
云
い
、
非
心
非
佛
と
云
う
。
ま
さ
に
向
上
の
一
著
で
あ
る
。
こ
れ
に
答
え
る
に
解
打
鼓
の
語
を
以
て
し
た
禾
山

の
作
略
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
大
燈
國
師
は
宮
中
の
封
論
で
教
者
の

「如
何
是
暉
宗
」
の
問
に

「
八
角
磨
盤
空
裏
走
」
の
語
を
以
て
答
え

ら
れ
た
と
云
う
。
そ
こ
に

一
司
の
介
入
も
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
雲
門
は

「
雪
峯
輻
毬
。
禾
山
打
鼓

國
師
水
碗
。
趙
州
喫
茶
。
鑑
是

向
上
描
提
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

(碧
巖
四
+
四
剣
評
)

葛
藤
集
に
見
る
國
師
水
碗
の
則
の
如
き
も
紫
燐
供
奉
は
國
師
の
問
に
一
句
を
も
答
え
得
な
か
つ
た
と
云
う
が
こ
れ
に

一
句
を
つ
け
る
こ

と
は
何
人
と
い
え
ど
も
不
可
能
で
あ
ら
う
。
唯
彼
は
こ
の
向
上
の
宗
旨
を
墾
揚
す
る
國
師
の
眞
意
を
思
ふ
べ
き
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。

雲
門
に
乾
尿
楓
の
則
が
あ
る
。

「如
何
な
る
か
是
佛
」
に
答
え
て
乾
屡
磁
と
云
つ
た
の
で
あ
る
。
「佛
」
の
字
を
云
ふ
も
心
の
塵
で
あ
る

向

上

の
些

子

一
〇
九



暉

學

硫
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○

と
云
う
こ
と
か
ら
云
え
ば
ま
さ
に
廉
臭
氣
紛
々
た
る
も
の
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
誕
生
佛
を

一
棒
打
殺
す
る
宗
匠
の
腕
前
と
云
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
醗
つ
て
考
え
て
見
る
と
我
々
は
病
多
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は

や
は
り
種
々
の
濟
世
の
藥
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
尿
臭
氣
の
あ
る
所
に
實
に
佛
の
眞
便
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
我
々
は
こ
の
尿
臭
氣
の
所
に
つ
い
て
禮
舞
す
る
の
で
あ
る
。
雲
門

の
語
は
ま
こ
と
に
深
い
含
蓄
を
も
つ
て
い
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

又
雲
門
の
關
宇
は
慮
燈
關
を
貫
く
傳
法
の
則
と
し
て
名
高
い
。
特
に
大
燈
國
師
が
こ
の
則
に
つ
い
て
苦
心
せ
ら
れ
た
事
は
何
人
も
知
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
國
師
は
す
で
に
佛
國
國
師
の
下
で
大
悟
し
深
く
師
の
許
し
を
受
け
た
人
で
あ
る
。
し
か
し
大
鷹
國
師
に
参
ず
る
に
及
ん

で
、
從
前
の
所
得
を
奪
わ
れ
、
雲
門
の
關
字
に
精
彩
を
つ
け
る
こ
と
三
年
、
つ
い
に
大
悟
徹
底
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
の
示
す
所

　

虚
堂
和
爾
の
下
で
路
頭
再
過
の
樗
を
得
る
ま
で
に
修
業
成
熟
し
た
大
慮
國
師
が
弟
子
大
燈
に
傳
え
る
血
滴
々
の
則
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

こ
の
則
の
如
き
は
翠
巖
、
長
慶
、
保
幅
、
雲
門
共
に
こ
の
些
子
の
事
の
商
量
に
精
魂
を
か
た
む
け
て
い
る
と
云
う
べ
き
で
あ
ら
う
。
盧
堂

　

　

て
　

こ

和
尚
も
こ
れ
に
鉗
し
て
育
王
録

(虚
堂
録
三
巻
)
に
こ
の
則
を
學
げ
て

「師
日
。
三
大
老
各
出
二隻
手
一要
下扶
二
樹
翠
巖
門
戸
一以
報
中
雪
峯
上」

云
々
と
云
つ
て
い
る
。
又
大
燈
國
師
も
大
燈
録
四
の
佑
語
に

「
一
畝
之
地
。
三
蛇
九
鼠
」
と
云
つ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
關
字
に
よ
つ

て
國
師
が
得
ら
れ
た

一
端
を
拮
提
の
語
を
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
う
か
が
う
と
、
第
二
巻
に
は
關
字
に
封
し
て
父
羊
子
謹
の
語
を
置
か
れ
て

い
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
論
語
子
路
篇
の
父
爲
子
隠
、
子
爲
父
隠
よ
り
出
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
父
翠
巖
が
嬢
み
來
つ
た
羊
と
は
何
で
あ

ら
う
か
。
父
子
不
傳
の
一
著
で
あ
り
、
ま
さ
に
巖
頭
の
密
啓
を
要
し
た
所
の
も
の
で
あ
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
關
字
が
如
何

に
大
き
な
悟
威
と
な
り
、
國
師
に
大
き
な
轄
換
を
與
え
た
か
は
そ
の
投
機
の
偶

(
一
同
透
過
雲
關
了
。
南
北
東
西
活
路
通
。
夕
威
朝
遊
湊

賓
主
。
脚
頭
脚
底
起
清
風
。
透
過
雲
關
無
奮
路
。
青
天
白
日
是
家
山
。
機
輪
通
攣
難
人
到
。
金
色
頭
陀
供
手
還
)
を
見
る
も
明
ら
か
で
あ

ご

　
　

る
。

又

こ

の
公

案

に
封

し

て
大

燈
録

一
巻

に
は
「
巨

竈
莫
下
載

二
三
山

一去

上
。
吾

欲
下
蓬

莱

頂
上

行
上
」
の
語

が
置

か

れ

て

い
る

の
も

關
字

に
徹

せ

る
國
師

の
境

涯

を
う

か
が

い
得

る
も

の

で
あ

ろ
う
。

道
元
輝

師

は
正
法

眼

藏
佛
向

上

事

の
中

に
向

上
人

の
様

子

を

「
…
…
天

堂

の

い
ら



ん
と
擬

す

れ
ば
天

堂

す

な
は

ち
崩
壌

す
。

地
獄

に
む
か

え
ば

地
獄

た
ち

ま

ち
破
裂

す
」

云
々

の
語

を

記

し
て

お
ら

れ
る
が
、

ま

さ

に
大
燈

國
師

の
境
涯

も
か

㌧
る
も

の
で
あ

つ
た
の
で

あ

ろ
う
か
。

勿

論
關

と

は
關
所

で

あ
り
萬

重

の
關
鎖

で

あ

る
。

こ
れ

を
如

何

に
通
り

ぬ
け

る

か

。
こ
れ
は
人

々

の
努

力

と

工
夫

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。普

遍
的

な
通
路

は
全

く

と
ぎ

さ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

雪
寳

は

こ
れ

に
關
字
相

酬

失
銭

遭
罪

(碧
巖
)

の
語

を
置
き

、
白

隠

は

こ
れ

に
唄
拳

不

レ
打
二
笑

面

一

(椀
安
國
語
)

の
語

を
著

け

て

い
る
。

共

に

こ

の
些

子

の
消
息

と

見

る
べ

き
で

あ
ら

う
。

關
字

を
透

過

し

た
國

師

の
境
涯

は
高

い
も

の
で
あ

る
。

し
か

し
只

仰

い
で

こ

れ
を
讃
す

る
或

は
賢

聖

の
道

と

し
て

近

づ

き
難

き

を
嘆
ず

る
と

云
う

の
で

は
向
上

の
宗

旨

を
會

し

た

こ
と
に

は
な

ら
な

い
。

む

し
ろ
向

上

の
宗

旨

と

は
關
字
相

酬
失

銭

遭
罪

を

實

現

す

る

こ
と
で

あ
り

、
向

上

一
路
千

聖
不

傳

を
更

に
向

上

の

一
路

千
聖

共
行

の
道

た
ら

し
め

る
こ

と
で
あ

る
。
國

師

の
如

き
徹
底

が

不

可

能

で
あ

る
な

ら
ば

日

々

に
、
時

々
刻

々

に
逢
着

す

る
關
字

に
封

し
て
我

々

は
工
夫

す

べ
き

で
あ
り

、
斯

く
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
生
死

の

大

關
鎖

を
透

破
す

る
こ

と
が
出

來

る
で

あ
ら

う
。
關

字

に

つ

い
て
田
邊

先

生
は

「
佛
法

の
的

旨

を
關

と
道
破

し
た
雲
門

の
意

は
公
然

に
車

馬

を

通
ず

る
理
性

の
普

遍

な
る
公

道

で
な
く

て
、

い
は
ゆ

る
官

に
は
針

を
も
容

さ
ず

し

て
而
も

私

に

は
車

馬

を
通
ず

る
關

に
死

復

活

の
道

を
比

し

た
も

の
で
あ

ら

う
。

そ

れ
は
各
自

が

理
性

の
道
を
往

き
蓋

し
て
そ

の
窮
極

た
る
縮
封

批

到

の
底

に
死

し
、

た

冒
死

人

と

し
て
生

か

さ

る

㌧
無

の
行

に
封

し
て

の
み
開

か

れ
る
。

こ
の
自
己

に
固

有

な
る
行

的
輔

換

の
泊

息

は
理
性

の
公

道

を
通
ず

る

の
で

は
な
く

て
個

々
に

關

を
通

る

こ
と

を
容

さ

る

㌧
個
人

の
私
的

行

讃

に
か
ぎ

る
。

云
々

」

(繊
悔
道
と
し

て
の
哲
學
)

と

云

つ
て

い
る
。

勿
論

關
字

に
は
死
復

活

の
意

味
が

あ
り

こ
の

こ
と

を
道
破

さ

れ
た
先

生

の
言
葉

は

ま

こ
と

に
適
切

で
あ

ら
う

。

し
か

し
表
現

の
ち
が

い

と
云

つ
て

し
ま

え
ば

そ

れ
ま

で

ゴ
あ

る
が

こ
の
死
復

活

の
死
が

徹
底

的

な
死

で

は
な

い

の
で
は

あ

る
ま

い
か
。
行

謹

の
み
で

な
く

て
死
復

活

の
所

四
方

八
面

活

路

通
ず

る
筈

で
あ

る
か

ら

で
あ

る
。
關

と

は
勿
論

「
鎖
断

要

津
、
不

通

凡
聖

」
紹
膿

繕

命

の
場

で
あ

る
べ

き
で
あ

る
。

こ

＼
で
は
も

は

や
全
分

の
死

し
か

な

い
。

理
性

が

死

し
て
行

信
謹

が
淺

る

と
す

る
な

ら
ば

そ

の
死

は
不

徹
底

と

云
わ
ぎ

る
を
得

な

い

の
で

は
な

い
か
。

教
行

信

謹

否
あ

ら
ゆ

る
も

の
か

ら
死

し
去

つ
て

「
護

生
須

殺

蓋
、
殺

蓋
印

安
居

」

と
云

わ

る
べ
き

で

は
な

い
か

と
思
う

。
更

向

上

の

些

子

一
一
一
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に
戯
悔
と
云
う
も
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
綱
望
し
徹
底
死
し
去
つ
て
そ
の
上
に
於
け
る
死
復
活
に
し
て
始
め
て
眞

の
餓
悔
と
云
い
得
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
臓
悔
と
云
う
と
き
す
で
に
彌
陀
の
救
い
を
豫
想
し
、
そ
こ
に
餓
悔
を
行
ず
る
な
ら
ば
そ
れ
は
途
中
の
事
と
云
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
佛
租
も
署
し
難
き
根
源
悪
を
自
覧
し
、
こ
の
罪
を
決
し
て
救
い
給
わ
ぬ
佛
前
に
謝
し
得
て
始
め
て
眞
の
餓
悔
が
成
立
す
る
と
云

い
得
る
で
あ
ろ
う
。
賢
聖
の
道
が
あ
り
凡
愚
の
道
が
あ
る
と
す
る
の
は
爾
死
復
活
の
死
が
不
充
分
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

眞
の
死
復
活
に
二
つ
の
道
が
あ
る
筈
が
な
い
。
唯
有

一
乗
法
無
二
亦
無
三
で
あ
る
。

四

我

々

は
實

際

理
地

不

γ
立
二
一
塵

一
と
云

う
が

又
同
時

に

佛

事
門
中

不

γ
捨

二
一
法

一
の
語

も

あ
る

の
で

あ

る
。
濡

仰

の
問

答

に
次

の
則

が

あ

る
。

　

つ

　

　

　

　

　

び

　

こ

濡
山
間
二仰
山
崎
寂
子
心
識
微
細
流
注
、
無
來
幾
年
。
仰
山
不
二敢
答
鱒
却
云
。
和
術
無
來
幾
年
　
。
濡
山
云
。
老
櫓
無
來
巳
七
年
。
濾

　

山
又

問
。

寂

子
如
何

。
仰

山

云
。

恵
寂

正

闇
。

　

　

灘
山
の
無
來
巳
七
年
は
正
知
正
見
で
あ
ら
う
。
し
か
し
仰
山
の
立
場
は
師
の
立
場
を
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
諸
佛
位
中
よ
り
人
間

へ
の
鋸

還
で
あ
る
と
も
見
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
濾
山
に
は

一

こ

　

　

　

　

,「
老

檜
百

年
後

。
向

二
山

下
檀

越

家
鱒

作
唱二

頭

水
帖

牛

鴫
左
脅

下

書

γ字

。日

二
灘

山
檜

某

甲
幻
當

二
急

腰
時

一喚

作

一濾

山

僧

一
又
是
水

帖

牛

。

　

　
　

喚
作
二水
粘
牛
鴫
又
是
濾
山
僧
。」
云
々
の
語
を
残
し
て
い
る
。
諸
佛
位
中
敢
て
止
ま
ら
ず
。
異
類
中
に
も
下
る
の
で
あ
る
。
佛
位
の
跡
を

は
ら
い
こ
れ
を
超
脆
す
る
こ
と
は
十
牛
圖
入
塵
垂
手
に
も
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
諸
輝
匠
の
中
に
異
類
中
行

の
作
略
を
見
る
こ
と
が
出
來

　

　

　

ゑ

ゑ

　

ゑ

る
。
彼

の
南

泉

の
如

き

は
す

で

に

「
王
老

師
自

γ
少

養
二
一
頭
水

粘

牛

幻
」

と
も

云

い
、
趙

州

の
問

、
「
知

有
底

人

。
向

二
什
慶

慮

一去
」

に
封

り

　

　

し
て
泉
云

「
山
前
檀
越
家
作
二
一
頭
水
帖
牛
一去
。」
と
も
云
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
異
類
中
行
は
南
堂
も
十
辮
験
の
中
に
入
れ
て
い
る
が
何



を
意

味
す

る

の
で
あ

ろ
う

か
。

思
う

に
同

質
物

の
中

を
循
環

し

そ

の
内

に
工
夫
が

な

さ

れ
る
間

は
鬼

家

の
活
計

た
る

に
止
ま

る
。

す

で
に

同
心

と

云
わ

れ
、
換

骨

の
妙

術

と
も

奪
命

の
肺

符

と
云

わ

れ
る
も

の
は
精
神

的

生
れ
更

り

で

あ
り
精

神

的
異
質

へ
の
移

行
で

あ

る
。
上
求

菩
提

と

云

い
下
化

衆
生

と

云
う
も

同

質
者

の
中

に
止
ま

る
間

は
そ

の
進
歩

は
な

い
。
異

質

へ
の
超

出

の
中

に
進
歩
が

あ

り
嚢

展

が

あ

る
。

そ

れ
は
歴

史

の
上

で
も

閉
ぎ

さ

れ

た
文
化

、
異

質
的

な
も

の
に
鯛

れ

る

こ
と

の
な
か

つ
た
文

化

(
ア

メ
リ

カ
大
陸

の
イ

ン
カ
帝

國

や

マ
ヤ

文
明

の
如

く
)

が

進
歩

し

な
か

つ
た

こ
と
か

ら
も
推

理

し
得

る
。

そ

こ
に
南

堂

の
語

を
か

る
ま

で
も

な
く

異
類

中
行

の
必

要
が

あ

る

の
で

あ

る
。

こ
れ

に

つ
い
て

は
寂
音

尊
者

も

(人
天
眼
目
三
巻
よ
り
)

　

　
り

「
予

嘗

観
二
曹

山
鴫

其
自

比

三
ハ
租

一
無

r所

r
憶

。
以

下
其

蕩

二
聖
凡

之
情

↓
有
申
大
方

便

上
。
南

泉

日

。

三
世
諸

佛
不

γ
知

γ有

。
狸

奴

白
粘

　

わ

こ

　

こ

　

　

　

却

知

γ有

。

乃
不

γ
如

三
曹
山

止

立
幅二

堕
字

一耳

。」

り

　

と
讃

し

て

い
る
も

の
で

あ

る
。

曹

山

の
語

を
以

て
云

え
ば

「
凡

情
聖
見

是
金

鎖
玄

路

直

須

二
包

互
℃
夫

取

二
正
命

食

一者

須

γ具

嶋三
藩
仕堕

鱒

一
者
披

毛
戴

角

。

二
者

不
断

聲

色

。

三
者

不
受

食

。
」

で
あ
り

、
稠

布
納

と
云

う
者

の
間

に
答

え

て
そ

れ
が

「
類

堕
、
随

堕
、

尊
貴

堕

」

で
あ

る
と

云

つ
て

い
る
。

種

々

の
説
明
が

加

え

ら
れ

る
で

あ

ろ
う
け

れ
ど

も
要

す

る
に
前

述

の
如

き
異
質

へ
の
超

出

を
意
味

す

べ
き

で
は

な

い
か

と
思
う

。

り

り

趙
州
録
に
も

「
如
二南
泉
一尋
常
道
須
下向
二異
類
中
一行
上」
の
語
の
あ
る
如
く
南
泉
は
屡
々
こ
の
異
類
中
行
を
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
ろ

こ
い

う
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
、
彼
の
弟
学
趙
州
は
浄
土
の
諸
教
に
封
比
す
べ
き
堕
地
獄
の
則
を
残
し
て
い
る
。

(葛
藤
集
滲
照
)
澤
土
を
希

ね
が
い
、
そ
こ
に
生
れ
る
こ
と
は
多
く
の
人
の
願
う
所
で
あ
る
。
し
か
し

「
不
昧
因
果
」
と
云
う
如
く
大
聖
繹
迦
牟
尼
世
尊
す
ら
脚
頭
の

債
を
つ
ぐ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
衆
生
の
堕
地
獄
の
可
能
性
が
あ
る
。
更
に
深
土
そ
の
も
の
の
性
質
で
あ
る
。
も

し
金
色
燦
然
た
る
深
土
が
實
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
外
形
的
な
も
の
な
ら
ば
實
に
つ
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
精
紳
的

に
欲
す
る
も
の
が
総
て
得
ら
れ
る
所
と
す
る
な
ら
ば
實
に
退
窟
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
世
の
苦
悩
に
沈
倫
す
る
衆
生
に
限
り
な
き
希
望
を

向

上

の
些

子

9
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も
た
し
め
る
方
便
説
で
あ
り
、
空
拳
黄
葉
以
て
幼
見
を
証
か
す
底
の
も
の
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
永
遠
の
理
想
は
永
遠
の
彼
岸
に
存
し
て
始
め

て
そ
の
意
味
が
あ
る
。
十
萬
八
千
億
土
の
彼
方
に
あ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
言
葉
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
…
…
も
し
便
値
と
實
在
と
が
合
致
す
れ
ば
意
欲
な
く
從
つ
て
生
起
も
な
い
。
蓋
し
そ
の
場
合
に
は
凡
て
は
永
遠
の
完
成
の
う
ち
に
凝
滞

す
る
で
あ
ら
う
。
時
間
性
の
内
奥
な
る
意
味
は
有
る
も
の
と
有
る
べ
き
も
の
と
の
間
の
決
し
て
排
棄
し
得
な
い
差
異
で
あ
る
。
そ
し
て
吾

々
の
意
志
に
於
て
現
れ
る
こ
の
差
異
は
人
生
の
根
本
條
件
を
な
す
も
の
故
、
吾
々
の
認
識
は
決
し
て
こ
の
條
件
を
乗
り
超
え
て
條
件
の
根

源
の
理
解
に
到
る
を
許
さ
な
い
。
云
々

(ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
哲
學
権
論
末
尾
)

こ
こ
は
絶
樹
的
な
断
層
が
あ
る
。
こ
れ
が
更
に
異
質
的
轄
換
を
得
て
浮
土
去
γ此
不
γ遠
と
な
り
當
所
印
蓮
華
國
と
な
る
の
で
あ
る
。
趙

州
の
次
の
則
は
此
貼
を
つ
く
も
の
で
あ
ら
う
。
「
有
二婆
子
一問
。
婆
是
五
障
身
。
如
何
冤
γ得
。
師
云
。
願

一
切
人
生
γ天
。
願
婆
々
永
沈
二

苦
海
一」

(趙
州
録
中
)

更
に
こ
の
様
子
を
端
的
に
表
わ
し
た
代
表
的
作
品
は
調
達
諺
佛
で
あ
ら
う
。

(事
文
類
聚
)
「世
尊
因
調
達
諦
γ佛
。
生
身
入
二地
獄
而
途

ぐ
　

　

　
や

　

　

　

令

二
阿

難

一
傅
問

。
禰

在

二
地
獄

中

一
安

不

。

達
云

。
我

錐

γ
在

二
地
獄

鱒
如

二
三
暉

天

樂
司

佛

又
令
下
二
阿
難

一傳

問
上
。
禰

還
求

レ出

不

。
達

云

。

　

　

　

我

待

二
世
尊

來

一
便
出

。
阿

難

云
。

佛
是

三
界

大
師

、

量
有
下
入

二
地
獄

一分

上
。

達
云

。
佛

印
無

下
入

二
地

獄

一分

上
。

我

量
有
下
出

二
地
獄

一分
上
。
」

と

あ
る

。
「
三
輝
天

樂
」

た
る
所

以

は
實

に
こ

の

「
宣

有
下
出
二
地

獄

一分
上
」

の
所

に
あ

る

と
も
云

い
得

る

で
あ

ら

う
。

趙
州

の
堕

地
獄

は

更

に

一
歩

進

ん
で

下
化

衆
生

の
た
め

の
そ

れ
で

あ

る
と
見

得

る
。

こ
こ
に
趙

州

の
宗
風

が

あ

る
と

せ
ね
ば

な
ら

ぬ
。
古

來
異

例

の
作
略

と

し

て
後
世

有

名
な

公
案

と

な

つ
た
も

の
に
南

泉

斬
猫

が

あ
る

。
人

の
煩
悩

を
断

ち

迷

を
轄
ず

る

だ
め

に

は
よ

ほ
ど

の
力
量

が
必

要

で
あ

る

。

こ
の
た

め

に
棒

咽

が
随

所

に
用

い
ら

れ
る

わ
け

で

あ
る
。

し

か

し
何

ほ

ど
大

衆

の

た
め
と

は

い
え
斬

却
猫

子

は
全

く
異

例

の
所
断

と
云
わ

ね
ば

な

ら

な

い
。

こ

＼
に
強

い
て
云

え
ば
異

類
申

行

の
作

略
が

あ

る

と
も
云

い
得

な

い
か

と
思

う
。

又

こ
れ

を
南

泉

の
異

類

中
行

の
語

に

基
づ

く
後

世

の
作
品

と
す

る
に

し
て
も

こ

の
面

か

ら
解

し
な

け

れ
ば

な
る
ま

い
。

こ
の
後
趙

州

の
脱

二
草
鮭

一於

二
頭

上

一載

出

す

る

一
場

が



あ

る

の
で
あ

る
が

こ
れ
も
異

類
中

行

と

し
て
解

す

る

の
が

普
通

で

あ
る
。

こ
れ

に
封

し
て
山

田
老

師

の
如

く
餓
悔

の
姿

と
見

る

の
は

一
歩

を

進
ま

し

め
た
も

の
と
云

い
得

る

で
あ

ろ
う
。

次

に
私

は
趙
州

婆

子
勘

破

の
則

を
あ
げ

た

い
と
思

う

。

趙
州
・
因
醤

婆
王

奮

路
向
二茜
塵

去
・
婆
云
・
蕎
臭

・
檜
響

-
三
五
歩
・
婆
云
・
好
箇
師
隻

箴

ち
。
後
有
γ璽

二似

州
・州
芸

・待
跡

詩

檎

勘
二薯

婆
子
鴫
明
日
便
奈

如
皇

問
・
婆
亦
如
皇

答
・
州
籍

γ書

・
奮

婆
義

與
檎

纏

毒

。

ニ
イ
チ

ェ
に

「
余

は
激

流

に
臨

む
欄
干

な
り

。

余

を
把

え
得

る
も

の
は
把

え

よ
。
さ

れ
ど

余

は
汝

等

が
支

柱

に

は
あ
ら
ず

」

(
ッ
ァ
一フ
ト

ス
ト
ラ
第

二
部
)
の
語
が

あ

る
。

ま

さ

に
超

人

の
句

で
あ

る

。
し
か

し
灘

の
超

人

は
決

し
て
激

流

に
臨

む
欄
干

に
止
ま

ら

な
く

て
、

そ

の
激

　

　

流

の
中

に
入

つ
て
泥

ま

み
れ

に
な

つ
て

い
る

の
で

あ

る
。

そ
れ

は
恰

も
雪

豆

の
詩
。

「
徳

雲
閑

古
錐

、

幾

下
二
妙

峯

頂
崎

傭
二
他
痴

聖
人

一

こ

　
　
つ

　

　　

　

携
γ雪
共
埋
γ井
」
(祀
英
集
革
徹
二
門
)
に
も
似
た
も
の
が
あ
ら
う
か
。
大
燈
國
師
は
こ
れ
に

「
書
謂
日
下
挑
二孤
燈
一殊
不
γ知
失
銭
遭
罪
」

の
語
を
置
か
れ
、
こ
れ
を
舞
見
し
た
白
隠
を
し
て
國
師
の
偉
大
を
嘆
ぜ
し
め
た
こ
と
は
椀
安
國
語
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
る
。
失
銭
遭
罪

の
語
の
含
蓄
は
深
い
も
の
が
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
火
聚
の
如
き
こ
の
語
に
手
の
つ
け
よ
う
も
な
い
わ
け
で
あ
る
が
妄
想
を
の

べ
て
失
銭
遭
罪
し
や
う
。
勿
論
失
銭
遭
罪
は
銭
を
失
つ
た
上
に
罪
に
な
つ
た
、
大
損
を
し
た
こ
と
で
あ
り
損
の
上
塗
り
で
あ
る
。
老
趙
州

が
激
流
の
中
に
泥
ま
み
れ
に
な
つ
て
い
る
姿
を
仰
い
だ
も
の
と
も
云
え
よ
う
が
何
故
の
大
損
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
求
菩
提
と
云
い
下
化

衆
生
と
云
う
。
悟
り
と
云
う
も
個
の
内
奥
に
關
わ
り
そ
れ
ば
佛
租
も
讐
し
難
き
も
の
で
あ
る
。
幸
わ
い
そ
こ
に
解
脆
が
可
能
で
あ
る
も
衆

生
本
來
佛
で
あ
つ
て

一
塵
を
増
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
更
に
問
題
は
下
化
衆
生
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
失
銭
遭
罪
を
自
畳
し
な
が
ら

爾
衆
生
の
た
め
に
泥
ま
み
れ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
自
畳
者
の
運
命
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
婆
子
勘
破
と
云
い
な
が
ら
婆
子
に
勘
せ
ら
れ
て

　

　

　

　

い
る
趙
州
の
姿
が
あ
る
。
趙
州
は

「如
何
是

(趙
州
の
)
石
橋
」
の
問
に
答
え
て
渡
γ驕
渡
r馬
と
云
つ
た
。
彼

の
堕
地
獄
も
異
類
中
行
も

ま
た
共
に
失
…銭
遭
罪
た
る
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

よ
く
澤
土
門
の
人
か
ら
輝
は
佛
に
な
る
宗
旨
で
あ
ら
う
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
私
は
寧
ろ
輝
は
佛
よ
り
人
間

へ
の
蹄
還
を
含
む
の
で
は

向

上

の

些

子

一
一
五



細
仲

耐學

硯

究

一
一
六

な

い
か
と
思

う

。

　

こ

　

　

こ

え

　

　

雲
居
悟
暉
師
。
在
二龍
門
鱒

一
日
有
γ櫓
被
二蛇
傷
ツ足
。
佛
眼
問
云
。
既
是
龍
門
。
爲
二甚
慶
一却
被
二蛇
飯
刈
師
郎
答
。果
然
現
二大
人
相
鴫

後
圓
悟
聞
日
。
龍
門
有
二此
櫓
崎
東
山
法
道
未
二寂
蓼
一(葛
藤
集
)
の
則
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
魔
外
も
う
か
が
い
得
ぬ
超
人
で
は
な
く
て
被
二

蛇
傷
フ
足
の
申
に
大
人
の
相
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
女
子
出
定
の
話
で
は
七
佛
の
師
文
殊
は
女
子
を
定
よ
り
出
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
人
間

へ
の
降
下
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
紳
と
動
物
の
中
間
者
と
し
て
の
人
間
と
は
二
元
的
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
性
と
同
時
に
避

け
難
き
根
元
悪
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
自
由
が
あ
る
と
同
時
に
臓
悔
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
暉
に
餓
悔
が
な
い
と
す
る
の
は
偏

見
に
る
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
。
勿
論
打
成

一
片
と
云
い
輝
定
と
云
い
三
昧
と
云
う
。
そ
こ
に
は
何
ら
の
反
省
を
入
れ
る
鯨
地
が
な
い
か
も
し
れ

ぬ
。
怒
の
時
は
普
天
普
地
怒
。
唄
の
時
は
普
天
普
地
唄
と
す
る
な
ら
ば
反
省
な
く
故
に
ま
た
餓
悔
を
入
る
、
絵
地
な
し
と
云
い
得
る
か
も

し
れ
ぬ
。
し
か
し
そ
れ
で
は
暉
は
聯
に
な
る
と
同
時
に
畜
生
に
轄
落
す
る
で
あ
ら
う
。
縄
に
非
道
無
暫
と
云
わ
れ
る
黙
が
あ
る
と
す
れ
ば

斯
か
る
要
素
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
身
は
読
法
聴
法
を
解
せ
ず
で
あ
る
。
も
し
縄
が
か
か
る
趙
人
の
立
場
に
の
み
あ
る

と
す
れ
ば
こ
れ
を
李
地
上
に
ま
で
下
し
人
間
に
ま
で
近
か
ず
け
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
趙
州
狗
子
有
佛
性
の
話
は
、
「
知
而
故
犯
」
の
言
葉
を

添
え
て
い
る
。
東
山
の
法
道
は
斯
る
意
味
に
於
て
も
注
目
に
慣
す
る
。
情
女
離
魂
那
箇
是
眞
底
と
問
い

(無
門
關
三
五
則
)
、
「
讐
如
=永
帖

　

　

ぎ

　

つ
　

　

牛
過

二
窓
儒

4
頭

角

四
蹄

都
過

了
。

因

二
甚
慶

一尾

巴

過
不

γ
得
」

(無
門
關
三
八
則
)

と
問

う

の
で

あ
る
。

そ

こ
に
問

わ

れ
て

い
る
も

の
は

二

元
的

な
何

物

か

で
あ

る
。
牛

窓

儒

に
は
白

憾
和

尚

は

「
尋

常

一
様

窓
前

月
、

纏
有

二
梅

花

一
便
不

γ
同

」

の
語

を
置

き

、大
燈

國

師

は

「
五
租

　
　

　

　

　

老

師
只

見

二
其
出

底

幻
不

γ
見

二
不

γ
出
底

⑩
」

(椀
安
國
語
)
と
枯

じ
て
居

ら
れ

る
。

も

し
不
出

底

を
柱

γ
天
控

・地

と
答

え

る

な
ら
ば

大
慮

の
つ
　

笑
轄

た
新

な
る
も

の
が

あ

る

で
あ
ら

う

(
大
燈
傳
)。

特

に

こ
こ

で
注
目

す

べ
き

は

五
租

老

師
が

「
那

箇
是

眞
底

」

と
問

い
、

因
二
甚

慶

一過

不

γ
得

と
問

う

こ
と
で

あ

る
。

そ

の
解
決

は
見

孫

に
委

ね

ら
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

そ

れ
は
課

題

た
る

の
で
あ

つ
て
解

答

で

は
な

い
筈

で

あ
る
。

そ

こ

に
は
根

元
悪

の
自
畳

を
持

ち
得

る
蝕

地

を
残

し
、

ま

た
餓

悔

を
も

入

れ
る
鯨

裕

を
持

つ
て

い
る
と
思

え

る
。



ま

ゑ

更
に
或
庵
の
胡
子
無
髪
の
則

(無
門
關
四
則
)
を
見
よ
う
。
そ
の
因
γ甚
無
γ髪
の
問
も
無
門
の
評
の
如
く
、
者
箇
胡
子
直
須
二
親
見

一
回

　

へ

　　

始
得
鴫
読
二親
見
一早
成
二爾
箇
ご

と
云
う
如
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
實
に
李
板
な
も
の
で
し
か
な
い
。
或
庵
は
圓
悟
の
孫
で
云
は
れ
る
か

ら
に
は
も
つ
と
深
い
も
の
を
持
つ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
水
庵
師

一
が
胡
子
無
髪

(そ
こ
で
は
水
庵
の
唱
え
た
語

と
な
つ
て
い
る
が
)
に
或

庵
が

「餓
狗
喫
二繹
続
一」
の
語
を
置
い
た
の
を
聞
い
て
五
百
人
善
知
識
の
語
で
あ
る
と
云
つ
た
の
を
思
い
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(前
掲
白

隠
息
耕
普
説
参
照
)
東
山
の
法
道
を
傳
え
る
人
間
内
奥
の
秘
密
を
描
き
出
す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
胡
子

に
は
髪
が
あ
る
の
が
附
き

も
の
で
あ
る
。
人
間
的
顧
慮
の
下
で
こ
れ
が
如
何
に
無
髪
と
な
る
の
か
。
我
々
は
深
く
考
え
て
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
決
し
て

一

元
的
に
或
は
空
と
し
無
と
し
て
決
解
さ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
こ
に
は
煩
悩
具
有
の
聖
者
が
又
し
て
も
生
れ
來
る
煩
悩
を
切

り
返
え
し
切
り
返
え
し
つ
つ
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
自
己
の
自
覧
を
深
め
て
行
く
姿
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
べ
き
で
あ
つ

て
深
い
聖
者
の
人
間
性
を
湛
え
て
い
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
暉
に
は
俄
悔
が
な
い
と
考
え
、
或
は
そ
の
悟
り
が
辮
讃
法
的
に
即
自
態

に
近
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
は
尚
淺
薄
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
公
案
の
中
に
迦
葉
起
舞
の
公
案
が
あ
る
。

　

　

　
　

　
　
や

　

こ

り

　
や

世
尋
因
二乾
閣
婆
王
奏
γ樂
。
其
時
山
河
大
地
蓋
作
二琴
聲
鱒
迦
葉
起
舞

王
問
。
迦
葉
宣
不
二是
阿
羅
漢
鱒諸
漏
己
蓋
。
何
更
有
二
絵
習
鱒

　

　

　

　

世
尊

云
。

實
無

二
鯨
習
鱒

莫

γ
諸

y法

也

」
(
虚
堂
録
)

頭

陀
第

一
の
迦
葉

に
蝕

脅
が

あ

る
筈

が

な

い
。

そ

れ

に
拘
わ

ら
ず
彼

は
立

つ
て
舞

つ
た

の
で
あ

る
。

そ

こ
に
彼

の
大

人

の
相

が

あ

る
と

し

な
く

て
な

ら

ぬ
、
繹
尊

は

こ
れ
に
射

し

て
迦
葉

に
蝕

習

な

し
と
云

わ

れ
た
。

し
か

し
彼

に
蝕

習
が

あ

つ
て
も

よ

い
。

そ

れ
こ
そ
彼

の
餓

悔

の
姿

で
あ
り

失
銭

遭
罪

の
姿

で
あ

る

べ
き
で

あ

る
か
ら

で
あ

る
。

こ

こ
に
大

人

の
相

を
見

た
虚
堂

は
類

古

に

こ

の
則

を
詠

じ

て

テ

ノ

テ

タ
ル

「
有

二
三
尺
劔

一
可
ヨ
以

謁
二
趙

國
鱒

無

二
千
里

眼

一難

三
以
見

二
懸
練

℃
魏

々
堂

々
三
界

大
師
」

と
云

つ
て

い
る

。
三
尺

の
剣

と

云

い
千

里
眼

と

云

う
、

何

を
指
す

べ
き
か

を
味

う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

彼

に
籐
習

あ
り

と

す

る
も

こ
れ

は
決

し
て
暉

を
自

然
主

義

に
ま

で
堕
落

せ

し
め

る
も

の
で

は
な

い
。
更

に
縄

を

一
歩
進

め

る
も

の

で
は
な

い
か

と
思

う
。

こ

の

こ
と
は
彼

の
聖

者

キ
リ

ス
ト

の
最
后

の
言

葉

に
も
通

ず

る
。
聯

向

上

の

些

子

二

七



暉

學

研

究

一
一
八

の
子

と
し

て
到

る
所

に
奇

蹟

を

現
じ
死

せ
る
も

の
を
立

た

し
め
、

信

あ
る
所

山

を
も
移

す

べ

し
と
構

し
た

キ
リ

ス
ト
も

、
捕

え
ら

れ
て
十

字
架

に

つ
け

ら

れ
、
群

衆

の
罵
り

の
中

に

「
わ
が
聯

、

わ
が

聯
、

な

ん
ぞ
我

を
見

棄

て

て
給

ひ
し
」
と
叫

ん

で

つ
い
に
息
繕

え

た

と
云
う

。

(
マ
タ
イ
傳

二
+
七
章
)

こ

、
に

キ
リ

ス
ト

の
人
間

え
の
脇
還

が

あ
り

、
彼

の
末
後

の
句

が

あ

つ
た

の
で

あ
る
。

そ
れ

は
彼

の
繊
悔

の
姿

で

あ
り

又
失

銭

遭
罪

の
姿

で

あ

つ
た
で

あ
ろ

う
。

決

し
て

こ
れ

は
聖
者

キ
リ

ス
ト

を
既

し
め

る
傳
説

で
は
な

い
。

聖
者

キ
リ

ス
ト

を
人
間

に

持

ち
來

て
そ

れ
故

に
更

に
彼

を
梵

天

に
ま

で
托

上

し

た
も

の
で
あ

る

と
云

う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

私
等

は

「
他

は
十

二
時

に
使

わ

る
。

我

は
十

二
時

を
使

い
得

た
り

」

と
云

つ
た
趙
州

に
十

二
時

歌

の
作

の
あ

る

こ
と

を
知

つ
て

い
る
。

(趙
州
録
下
巻
末
滲
照
)

道
元

暉
師

は

こ
れ

を
正
法

眼

藏
柏

樹
子

の
中

に
引
用

し

て
、
貧

困

に
徹

し
た
趙

州

の
道

の
如
何

に
高

か

つ
た
か

を

嘆

じ

て
お
ら

れ

る

の
で
あ

る
が
、

寧

ろ
私

は
趙

州

の
心

の
貧

し

さ
を

そ

こ
に
見
出

す

の
で
あ

る
。

そ

こ
で
彼

は
瞑

り
、

怨

み
、
嘆

き
悲

し

む

の
で

あ
る
。

そ

こ

に
十

二
時

を
使

い
得

た
大
宗

匠

の
姿

を
見

て
私

は
禮

舞
讃

嘆
す

る

の
で
あ

る
。
趙

州
古

佛

の
輝

は
眞

に
尊

い
も

の
が

あ

る
様

に
思

え
る
。

私
等

は
大

い
に

こ
れ
を
研

究

し

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。
彼

に
三
轄

語

の
則

が

あ
る
。

泥
佛

不
渡

水
。

金

佛
不
渡

鐘

。

木

佛
不
渡

火

。
眞

佛
屋

裏
坐

。

こ

れ
は

一
見
眞

佛
屋

裏
坐

と

云
う

こ

と
か

ら
、
泥

佛
、

金

佛
、

木
佛

を
離

れ

て
他

に
永
遠

不

滅

な
る
眞

佛
が

あ

る
如

く

見

え
る

け
れ

ど
も
斯

く
見

る
こ

と
は
大

乗

の
精
神

に
反

す

る
で

あ

ろ
う
。
眞

佛

の
所

在

は
實

は
泥
佛

不
渡

水

、
金

佛
不

渡
鐘

、こ

木
佛
不
渡
火
の
中
に
あ
る
。
人
間
が
佛
に
な
る
の
で
な
し
に
、
佛
を
人
間
に
ま
で
も
ち
來
た
す
の
で
あ
る
。
大
随
は

「劫
火
洞
然
大
千
倶

　

ゆ

壊

、
未

審

這
箇

壊
不

壊
」
の
問

に
答

え

て
壊

と
云

い
随

他
去

と
答

え

た

(碧

二
+
九
)
。

こ

の
三
轄
語

と
ま

さ
に
相

等

し

い
と
云

わ

ね
ば

な

ら

ぬ
。

五

玄
沙

三
種
病

と
云

う
公
案

(碧
巖
八
+
八
則
)
で
玄
沙

は
盲
者

、唖
者

、聾

者

、
接
す

る

に
由

な
き

こ
と

を
示

し

て
、
こ
れ
を
接

し
得

ず

ん
ば



佛
法

無

二
盤
験

一
と
云
う

て

い
る
。

果

し
て
接

し
得

る
で
あ

ら
う

か
。
患

盲

な

ら
ぎ

る
者

、

患
聾

な

ら
ぎ

る
者
、

患
唖

な

ら
ざ

る
者
、

こ
れ

に
接

す

る

こ
と

は
な
ほ

可
能

で
あ

る
か

も

し
れ

ぬ
。

し
か

し
眞

に
患
盲

の
者

、
眞

に
患

聾

の
者
が

あ

る

と
す

る
な

ら
ば
百

千

の
手

段
を
講

ず

る
も
接

不
得

の
場

が

あ

る
筈

で
あ

る
。
否

、
患

盲
、

盲
聾

な
ら
ざ

る
も

の
も

膚
且

っ
佛
手

も

讐

し
難

き
も

の
を

存

し
て

い
る
か

も

し
れ

な

い
。

そ

れ

は
正

に
佛
法

不

現
前

の
場

で

あ
ろ

う
。
こ

こ
に

し
か

し
實

は

佛
法

の
鍵
験

正

に
あ

ら

た
か

な
る
所
が

あ

り

と
せ

ね
ば

な
ら

ぬ
。

　

り

　

雪

寳

も
同

則

の
頬

に
、
盲

聾
瘡
唖

沓
紹

機

宜

と
云

い
更

に
後

に

「
事

始
濁

坐
虚

窓
下

、
葉

落
花

開
自

有

γ時

」
の
語

を
置

い
て

い
る

こ
と

は
注
目

に
便

す

る
。

こ
れ
を
比

喩
的

に
次

の
如

く
語

り

得

る

の
で
は

な

い
か

と
思

う
。

キ
リ

ス
ト

は
十
字
架

に
か

㌧
り
死

し

て
葬

ら
れ

た

後

、

『
わ

れ

三
日

の
後
甦

ら

ん
」

と

の
豫

言

の
如

く
大

な

る
地
震

あ
り

て
甦
り
、

弟

子
を

は
げ

ま

し
、

自

己

の
敏

を
弘

む
べ

き

こ
と
を
命

じ

.。q
億
昌
α

5

一
9
日

宅
旨
げ

矯
o
彪

9
≦
⇔
ざ

①
〈
o
昌

一旨
o
け
げ
o
o
昌
α

o
h
爵

Φ
≦
o
臨
α
。
、、
と
云

わ

れ
た

と
云

う
。
(
マ
タ
イ
傳
第

二
十
八
章
)

し
か

し
佛
法

で
は

こ
れ

を

「
キ
リ

ス
ト
は
死

し

て
葬

ら
れ
、

そ

の
豫
言

に
も
拘

ら
ず

、

い
く

ら
待

つ
も
、

三

日
後

十
日

の
後

に
も

甦
り

給

は
な

か

つ
た
が

、
絡

に
弟

子

達

は
實

は

キ
リ

ス
ト
は
自

己

の
中

に
生

き
給

う

こ
と

を
悟

り

、

そ
れ

よ
り

キ
リ

ス
ト

の
敏

え

を
異

敢

の
中

に
弘

め

た

の
で
あ

る
。

そ

こ

に
使

徒
等

の
受

難

を
も

越

え

た
傳

道

の
姿

が
あ

つ
た

の
で
あ

る
」

と
、
云

う

べ
き

で

は
な

い
か

と
思

う
。

　
え

え

　

易

に

「
窮

す
れ
ば

攣
ず

、

攣
ず

れ
ば

通
ず
」

の
語
が

あ

る
。

も

し
窮

が

「
杏

編

二
機
宜

一
」

も

の
で
な

い
限

り
、

眞

の
窮

と

は
云

い
が

た

い
で
あ

ろ
う
。
何

ら
か

の
方
法

手

段
が

あ

る

な
ら
ば
、

そ

れ

は
窮

で
は

な

い
。

そ

れ
故

に
眞

の
窮

と

は
紹
封

繕
命

の
場

で

あ
る
。

そ

こ

に

㍗

始
め
て

「
全
便
値
の
轄
便
」
が
可
能
で
あ
り
、
換
骨
の
妙
術
、
奪
命
の
紳
符
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
窮
す
る
こ
と
、
繕
命
の

　
え

場

に
到

る

こ

と
は
縄

の
第

一
要

件

で
な

く

て
は

な
ら

な

い
。

そ

し
て
最

大

の
窮

と

は
全
く

甦

る

こ
と

の
な

い
断

紹

「
杏

紹
二
機

宜

こ

の
場

で
あ

る
。

こ
れ

を

し
も
紹
望

と
云

う
な

ら
ば
、

全

く
救

い
得
ざ

る
纒
望

、
繕

望

そ
れ
自

身

で
あ

る
。

そ

こ

に
は
生

の
希

望
も

又
死

の
希
望

も

紹

た
れ

て

い
る
。

そ

こ
に
揮
者

の
正
念
相

績

の
姿

が

あ
り
、

皮
膚

腕
落

霊

、

唯
有

一
眞
實

。

の
場

が

あ
る

で
も

あ
ら

う
か
。

雪

寳

の
頒

ヂ
カ

ン

ヂ

ク

ラ

ラ
ン

孚

如
濁

坐
虚

窓

下

。葉

落

花
開

自
有

レ
時

。

は

こ

の

一
眞
實

の
詩

的
表

現

で
あ

ろ

う
か
。
味

わ

い
深

い
も

の
が

あ

る
と
云

う

べ
き

で
あ

る
。

向

上

の

些

子

一
一
妬



暉

學

硫

究

ご
一〇

以
上
私
は
向
上
の

一
側
面
と
し
て
宗
教
よ
り
の
解
睨
と
云
う
貼
を
見
て
來
た
。
向
上
に
か
＼
る
側
面
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
出
嚢
黙
を

鮎
検
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
宗
数
の
宗
敏
と
見
る
こ
の
私
の
考
え
方
で
も
、
二
つ
の
途
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
宗
敏
に
随

順
す
る
こ
と
に
よ
り
解
脱
す
る
方
向
で
あ
り
、

一
つ
は
宗
敏
よ
り
の
還
元
却
同
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
最
後
に
は
皮

膚
脱
落
鑑
唯
有

一
眞
實
と
云
う
如
き
も
の
に
婦
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
宗
数
の
宗
教
と
云
う
も
、
た
だ
概
念
的
理
解
を
排
し
て
眞

の
般
若
の
、
眞
の
諸
法
實
相
の
精
神
に
蹄
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
絡
り
に
向
上
と
云
う
鮎
か
ら
繹
の
室
内
と
、
歴
史
、
と
云
う

鮎
に
少
し
鯛
れ
た
い
。

輝
の
室
内
の
穿
墾
と
云
う
こ
と
に
は
色
々
の
欠
貼
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
又
こ
れ
を
あ
の
技
藝
等
の
秘
傳

の
傳
授
等
と
同
覗
さ
れ
て

形
式
主
義
を
云
々
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
暉
に

「向
上
の
些
子
」
(斯
か
る
怪
物
が
あ
る
か
な
い
か
は
別
と
し
て
)
を
傳

え
て
行
く
と
云
う
こ
と
が
あ
る
以
上
室
内
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
第

一
に
室
内
の
表
現
は
す
べ
て
は
る
か
に

概
念
的
な
理
解
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
。
室
内
を
透
過
す
る
に
順
が
つ
て
多
く
の
同
心
が
重
ね
ら
れ
、
云
は
団
自
然
に
會
得
さ
れ
る
の
が

こ
の
些
子
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
そ
れ
が
宗
敢
以
前
の
事
で
な
く
て
宗
教
以
後
の
問
題
で
あ
る
所
に
密
啓
の
必
要
が
あ
る
と

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
事
輝
に
堕
す
る
こ
と
が
こ
＼
に
避
け
ら
れ
得
る
。
第
三
に
向
上
の
宗
旨
は
そ
れ
が
概
念
化
さ
れ
た
瞬
間
、
向
上

の
宗
旨
た
る
こ
と
を
止
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
が
適
當
で
な
い
な
ら
ば
、
向
上
と
は
か
㌧
る
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
を
極
力
き
ら

う
か
ら
で
あ
る
と
云
え
ば
よ
い
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
向
上
は
概
念
化
を
同
避
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
常

に
越
え
或
は
打
破
せ
ん
と

す
る
の
は
か
㌧
る
固
定
的
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
で
暉
の
室
内
活
動
が
向
上
の
宗
旨
を
摯
揚
す
る
上
に
不
可
欠
で
あ
る

と
云
い
た
い
の
で
あ
る
。

「佛
性
の
義
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
當
に
時
節
因
縁
を
観
ず
べ
し
」
と
云
わ
れ
る
。
そ
の
深
い
意
味
を
穿
整
す
る

鯨
裕
を
今
は
持
つ
て
い
な
い
。
只
私
の
現
在
の
立
場
か
ら
歴
史
と
云
わ
れ
時
代
と
云
わ
れ
る
も
の
に
封
し
て
の
私
見
、
全
く
の
私
見
を
少

し
述
べ
て
結
語
と
し
た
い
の
で
あ
る
。



私

は

こ
の
論

述

の
結

論

と

し

て

一
眞
實

に
蹄

す

る

と
云

つ
た
。

し

か

し
こ
れ

は
決

し

て
固

定

せ
る
も

の
で

は
な

い
。
我

々
は
歴
史

と
共

に
進

ま
ね

ば

な
ら

な

い
。

歴
史

に
拘

わ

ら
ぎ

る
不

動

の
眞

と
云

う
如

き
も

の
が

あ

る
と
す

れ
ば

そ

れ
を
顯

わ

に
す

る

こ
と
も
必

要

で

あ
ろ

う
。

し
か

し
眞

に
具
盟

的

眞

理
と

云
わ

れ

る
も

の
は
動

く
も

の
で
あ

つ
て
止
ま

る

べ
き
も

の
で
は

な

い
で
あ

ら
う
。

私
等

は
徒

ら
に
外
國

人
等

の
異
國

趣
味

や
懐

古

趣
味

に
迎

合

す

る

こ
と
な

く
時
代

の
問

題

に
眞
劒

に
取
り

組

む

べ
き
で

あ
る

と
思

う
。
西

來
無

意

と

は
全
く

な

い
こ
と

で
は

な
く
固
定

し
た
意

の
な

い
こ

と
で
あ

ろ

う
。
向

上

と
は
蓋

し
末
廣

が
り

と
云

う

こ
と

で
あ

る
と
思

う

。

喪

二
見
孫

一
と
か
滅

二

我

宗

一
と

か
と

は
決

し

て
字

義

通
り

、
見

孫
が

な

く

な
る
、
我

宗

が
滅

す

る

こ
と
で

は

な
く
、

死
す

る

こ

と
に

よ

つ
て
生

き
る
、

創
造

に

よ

つ
て

よ
り

高

き

も
の

に
到

達

す

る

の
意

で

あ

る
筈

で

あ

る
。
そ

の

こ
と

は
軍

に
在
來

の
奮

思

想
を
守

る

こ

と
で
な

く

て
肚

會

と
共

に
悩

み
そ

こ
か

ら
新

し

い
者

を

生

み
出

す

べ

き
だ

と
云

う

の
で
あ

る
。
向

上

の
宗

旨
が

徒

ら

に
否
定

的

な
面

の
み

に
走
り

、
更

に
新

し

い
の
を

生

み
出

し
得

な

い
な
ら
ば

、

す
で

に
揮

呵

せ
ら

れ

た
二
乗
小

果

の
案
窟

と
何

ら

え

ち

ぶ
所

が

な

い
で
あ

ら
う
。

向

上

の

二
字

は
後

代

の
見

孫

の
進

歩

と
創
造

を
阻

止
す

る
も

の
で

は

な
く

し
て

む

し
ろ

こ
れ
を
見

孫

に
ゆ

だ
ね

る

の
意

を
も

た
な

く

て
は

な
ら

ぬ
。

未
後

一
句
到
牢

關

と
は
決

し

て
軍

な
る
安

住

の
地

を
得

た

こ
と

で
は

な

い
。

無
安

住

の
地

に
安
住

す

る

こ
と
が

眞

の
安
住

で
あ
る

と
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

蹄

家
穏

坐

と

は
静

的

な
安
定

せ
る
家

屋

に
住

す

る

こ
と

で
な

く

、歴
史

と
云

う
大
河

の
中

に
乗

入

た

こ
と

を
意

味

す

べ
き
で

あ

る
と
思

う
。

激

流

に

の
ぞ

む
欄

干

と

は

ニ
イ

チ
ェ

の
超

人

の
句

で

あ

つ
た
が
、

こ
の

こ
と
は
逆

に
趙

州
婆

子
勘

破

の
句

で
も

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

こ
で

は
趙
州

は
激

流

の
中

に
あ
り

な
が

ら

、
否

激
流

の
中

に
あ

る
が

故

に
婆

子

を
勘
破

し
得

た

の
で

あ

る
。
唯

一
方

に
の

み
超

人

の
姿

を

見

る

こ
と

は
向

上

を
否

定
的

に

の
み
見

る

こ
と

＼
異

る
と

こ
ろ
が

な

い
で

あ
ら

う
。

「
峠

の
燈

」
を

巷

に
持
ち

來

し
、
巷

の
家

々
に

「
峠

の
燈
」

を
輝

や

か
さ

ね
ば

な
ら

な

い
。

し
か

し

こ
れ

は
決

し
て
奮
套

を

守

る

こ
と
で

は
な

く

て
、
新

し

い
火
、

眞

に
時

代

的

な
火

を
巷

に

つ
け

る

こ
と
で

な
く

て
は

な
ら

な

い
。

こ
れ

は
宗

旨

に
た
ず

さ
わ

る
も

の
の
眞
剣

に
考

う

べ

き
も

の
で

あ

る
と
思

う
。
私

は
そ
れ

は
決

し

て
ま
だ
解

決

さ

れ
た
も

の
と

は
考

え
て

い
な

い
。
偉

大

な
暉
匠

の
出

現

を
待

望
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ

の

た
め

に
は
私
等

は
肚

會

と
共

に

近
代

の
衡

み
を
眞

に
悩

ん

で

み
る

こ
と
が

必
要

で

は
な

い
で

あ

ろ
う
か

。

向

上

の

些

子

ゴ

ニ


